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ジ
ョ
ー
ジ
貧
困
と
い
う
制
度
オ
ー
ウ
エ
ル
『
パ
リ
。
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
フ
ォ
ト
∴
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
陸
か
ら
英
国
へ
今
橋
映
子
オ
ー
ウ
エ
ル
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
を
、
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
（
「
二
十
世
紀
の
古
典
」
シ
リ
ー
ズ
）
で
買
い
求
め
る
と
、
な
に
よ
り
も
印
象
的
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
、
そ
の
表
紙
を
飾
る
写
真
で
あ
る
［
図
1
］
。
大
き
な
ゴ
ミ
の
ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
漁
る
浮
浪
者
。
野
菜
く
ず
の
入
っ
た
木
箱
に
英
語
が
善
か
れ
て
い
る
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
の
裏
街
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
写
真
で
日
を
引
く
の
は
、
∵
心
不
乱
に
バ
ケ
ツ
を
漁
っ
て
い
る
浮
浪
者
を
見
て
い
る
も
う
一
人
の
男
が
、
く
つ
き
り
と
写
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
服
装
か
ら
ウ
エ
イ
タ
ー
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。
と
す
る
と
こ
こ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
裏
口
あ
た
り
な
の
だ
ろ
う
か
。
ウ
エ
イ
タ
ー
の
眼
差
し
に
は
、
特
に
同
情
や
憐
憫
と
い
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
嫌
悪
や
軽
蔑
の
表
情
を
読
み
取
れ
な
い
。
多
分
毎
晩
の
よ
う
に
見
慣
れ
て
い
る
光
景
な
の
で
、
ち
ら
っ
と
気
に
は
留
め
る
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
や
り
過
ご
し
て
し
ま
う
場
面
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
は
こ
の
写
真
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
イ
ギ
リ
ス
で
活
躍
し
た
写
真
家
ビ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
、
「
レ
ス
ト
ラ
ン
の
裏
」
と
い
う
一
2
〈
ソ
】
」
15
枚
で
あ
る
。
ウ
エ
イ
タ
ー
と
浮
浪
者
と
の
、
明
白
す
ぎ
る
と
も
言
え
る
対
比
を
、
余
計
な
感
情
を
排
除
し
て
切
り
取
っ
た
こ
の
作
品
51
は
、
階
級
の
懸
隔
、
あ
る
い
は
対
立
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
な
ら
で
は
の
重
大
な
テ
ー
マ
を
語
っ
て
余
す
と
こ
ろ
な
い
。
「⊥
従
来
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
の
内
外
の
研
究
で
、
一
度
も
触
れ
ら
れ
た
形
跡
が
な
い
の
が
私
に
は
不
思
議
で
な
ら
な
い
の
で
あ
貧困という制度¶オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
る
が
、
ペ
ン
ギ
ン
ブ
ッ
ク
ス
の
装
帳
者
の
狙
い
通
り
、
ビ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
ほ
ど
オ
ー
ウ
エ
ル
の
初
期
作
品
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
写
真
家
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
プ
ラ
ン
ト
と
オ
ー
ウ
エ
ル
が
同
時
代
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
を
知
り
、
パ
リ
と
の
対
比
の
中
に
ロ
ン
ド
ン
の
（
現
実
）
を
ロ
蔓
不
し
よ
う
と
し
た
意
図
と
手
法
に
、
何
よ
り
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
γ
3
）
ビ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
（
一
九
〇
四
～
一
九
八
三
）
は
、
実
は
生
粋
の
ロ
ン
ド
ン
子
で
は
な
い
。
彼
は
一
九
〇
四
年
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
に
生
れ
、
青
年
時
代
（
一
九
二
〇
～
二
六
年
）
は
、
結
核
療
養
の
た
め
ス
イ
ス
で
過
ご
し
た
。
一
九
二
七
年
、
イ
ラ
ス
ト
レ
一
夕
ー
で
あ
っ
た
弟
に
つ
い
て
ウ
ィ
ー
ン
に
行
き
、
そ
こ
で
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
を
介
し
て
マ
ン
・
レ
イ
を
紹
介
さ
れ
た
。
一
九
二
九
年
パ
リ
、
マ
ン
・
レ
イ
の
ス
タ
ジ
オ
に
三
ケ
月
間
滞
在
し
、
助
手
を
務
め
る
中
で
、
シ
ェ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
、
特
に
ル
ネ
・
ク
ル
ヴ
エ
ル
と
交
友
を
深
め
た
。
プ
ラ
ン
ト
は
こ
の
頃
よ
り
写
真
を
始
め
、
フ
リ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
片
隅
に
立
つ
マ
ヌ
カ
ン
を
撮
っ
た
彼
の
写
真
［
図
2
］
は
、
後
に
ク
ル
ヴ
エ
ル
の
テ
ク
ス
ト
と
共
に
一
九
三
四
年
の
『
ミ
ノ
ト
ー
ル
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
ビ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
は
一
九
三
一
年
噴
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
定
住
し
た
が
、
そ
の
明
瞭
な
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
元
来
父
親
が
イ
ギ
リ
ス
系
で
あ
っ
た
た
め
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
幼
年
時
代
が
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
道
を
歩
み
出
し
た
プ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
帰
る
べ
き
「
祖
国
」
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
を
旅
行
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
プ
ラ
ン
ト
が
意
志
的
に
選
び
と
っ
た
（
イ
ギ
リ
ス
）
は
、
彼
が
終
生
追
及
す
る
被
写
体
と
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
写
真
史
の
方
で
知
ら
れ
る
プ
ラ
ン
ト
は
、
何
と
い
っ
て
も
あ
の
ブ
ラ
ッ
サ
イ
の
直
接
の
影
響
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
で
た
だ
一
叫
d
・
㌦
人
、
大
陸
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
匹
敵
し
得
る
仕
事
を
し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
は
一
九
三
四
年
頃
に
ブ
ラ
ツ
サ
イ
と
知
り
合
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
サ
イ
側
の
年
譜
を
播
け
ば
、
二
人
は
「
思
想
的
に
完
全
に
共
鳴
√
に
J
M
し
合
う
と
感
じ
、
こ
の
時
よ
り
ず
っ
と
、
ロ
ン
ド
ン
で
あ
れ
南
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
頻
繁
に
会
い
、
言
葉
を
交
わ
し
続
け
た
」
と
あ
る
。
M
に
U
…
プ
ラ
ン
ト
は
一
九
三
六
年
に
処
女
写
真
集
『
家
庭
の
イ
ギ
リ
ス
人
』
、
続
け
て
一
九
三
人
年
に
『
ロ
ン
ド
ン
の
一
夜
』
を
出
版
し
た
。
今 橋 映 子
題
名
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
『
ロ
ン
ド
ン
の
一
夜
』
は
ブ
ラ
ッ
サ
イ
『
夜
の
パ
リ
』
（
一
九
三
二
）
の
ロ
ン
ド
ン
版
と
も
言
え
る
作
品
で
あ
り
、
実
際
同
年
、
パ
リ
の
ア
ー
ル
・
エ
・
メ
テ
ィ
エ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
（
ブ
ラ
ッ
サ
イ
『
夜
の
パ
リ
』
の
出
版
社
）
が、
す
か
さ
ず
仏
語
版
を
出
版
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ト
が
大
陸
の
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
、
こ
れ
ほ
ど
緊
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
彼
の
経
歴
か
ら
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
背
景
に
、
三
〇
年
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
が
、
へ
7
、
大
陸
か
ら
英
国
へ
移
入
さ
れ
た
と
い
う
、
よ
り
重
大
な
事
実
を
指
摘
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
を
。
一
九
三
三
年
の
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
誕
生
と
共
に
、
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
続
々
と
英
国
へ
と
亡
A
叩
し
た
。
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
マ
ン
は
一
九
三
四
年
、
モ
ホ
リ
＝
ナ
ジ
は
一
九
三
五
年
に
渡
っ
て
い
る
。
中
で
も
辣
腕
編
集
長
と
し
て
知
ら
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
ト
の
亡
命
（
一
九
三
四
年
）
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
与
え
た
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
『
ミ
ュ
ン
ヒ
ナ
ー
・
イ
ル
ス
ト
リ
ー
ル
テ
・
プ
レ
ッ
セ
』
で
「
フ
ォ
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
手
法
を
確
立
し
、
写
小
異
雑
誌
の
人
気
を
高
め
た
ロ
ー
ラ
ン
ト
は
、
ロ
ン
ド
ン
亡
命
直
後
か
ら
『
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
』
の
編
集
を
手
が
け
る
。
さ
ら
に
一
九
三
七
年
に
『
リ
リ
プ
ッ
ト
』
、
三
八
年
に
は
『
ピ
ク
チ
ャ
ー
・
ポ
ス
ト
』
誌
を
創
刊
し
、
そ
の
編
集
長
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
一
気
に
活
性
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ラ
ン
ト
は
、
ク
ル
ト
・
ハ
ッ
ト
ン
［
図
3
］
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
マ
ン
な
ど
ド
イ
ツ
時
代
か
ら
の
写
真
家
と
引
き
続
き
組
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
関
す
る
多
数
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
掲
載
し
、
先
の
ビ
ル
・州父
U
）
プ
ラ
ン
ト
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
雑
誌
を
中
心
に
、
一
九
三
四
年
噴
か
ら
本
格
的
に
仕
事
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
フ
雑
誌
に
、
写
真
を
提
供
し
て
日
々
の
程
を
得
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
地
位
を
築
く
一
方
で
、
独
自
の
テ
ー
マ
と
構
成
で
個
人
写
真
集
を
世
に
送
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
ブ
ラ
ツ
サ
イ
ら
大
陸
の
写
真
家
た
ち
と
共
通
で
あ
る
。
特
に
『
ロ
ン
ド
ン
の
一
夜
』
は
、
051
ホ
ー
ム
レ
ス
、
市
場
の
労
働
者
た
ち
、
木
賃
宿
、
娼
婦
の
部
屋
や
、
場
末
の
街
角
を
捉
え
る
視
線
［
図
4
a
～
4
d
］
で
、
ブ
ラ
ッ
サ
イ
の
深
い
影
響
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
よ
り
「
真
実
ら
し
さ
」
に
近
づ
く
た
め
に
、
兄
弟
や
妻
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
あ
た
か
も
映
画
の
ワ
ン
・
シ
ョ
ッ
ト
の
よ
う
な
場
面
［
図
5
〕
を
つ
く
り
出
す
手
法
（
い
わ
ゆ
み
「
や
ら
せ
」
写
真
）
も
、
ブ
ラ
ツ
サ
イ
同
様
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
と
言
え
る
。
そ
れ
で
ほ
、
ケ
ル
テ
ス
、
ク
リ
ユ
ル
、
ブ
ラ
ツ
サ
イ
ら
パ
リ
の
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
と
ビ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
と
の
差
異
49
は
何
で
あ
ろ
う
か
l
実
際
に
プ
ラ
ン
ト
の
写
真
集
を
繰
り
な
が
ら
先
ず
感
ず
る
こ
と
は
、
パ
リ
の
写
真
家
た
ち
が
都
市
の
マ
ー
貧困という制度叫オーウェル抒∂パリ・ロンドンどん底生活』
ジ
ナ
ル
な
存
在
に
注
い
で
い
る
共
感
、
ち
ょ
つ
と
し
た
ユ
ー
モ
ア
、
あ
る
い
は
ア
イ
ロ
ニ
ー
や
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
い
っ
た
、
微
妙
に
移
ろ
う
感
情
が
、
同
じ
対
象
を
撮
り
な
が
ら
も
ほ
と
ん
ど
画
面
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
そ
れ
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
写
真
が
単
な
る
記
録
映
像
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
実
は
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
都
市
を
腑
分
け
す
る
彼
の
手
つ
き
は
、
階
級
に
よ
る
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
を
鮮
や
か
に
対
比
す
る
時
、
最
も
冴
え
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
初
期
写
真
へ
q
一
山
集
『
家
庭
の
イ
ギ
リ
ス
人
』
と
『
ロ
ン
ド
ン
の
一
夜
』
を
、
没
年
に
再
編
成
し
た
『
三
〇
年
代
の
ロ
ン
ド
ン
』
（
一
九
八
三
年
）
に
も
、
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
同
書
は
三
部
に
大
き
く
分
か
れ
、
1
、
ロ
ン
ド
ン
、
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
の
貧
困
街
2
、
西
地
区
の
中
流
家
庭
3
、
上
流
階
級
の
街
区
の
家
庭
と
い
う
構
成
（
た
だ
し
章
題
は
無
し
）
に
な
つ
て
い
る
。
ブ
ラ
ツ
サ
イ
の
著
作
と
は
異
な
っ
て
文
字
テ
キ
ス
ト
は
無
い
が
、
写
真
の
順
序
か
ら
、
慎
重
に
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
オ
ー
ダ
ー
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
の
わ
か
る
。
特
に
第
三
の
部
で
は
、
上
流
階
級
の
家
庭
に
お
け
る
「
階
級
」
が
明
確
に
対
比
さ
れ
る
。
例
え
ば
召
使
た
ち
が
、
夜
、
台
所
の
テ
ー
ブ
ル
の
か
た
わ
ら
で
、
よ
う
や
く
休
ん
だ
り
、
手
紙
を
書
い
た
り
し
て
い
る
写
真
に
は
、
メ
イ
フ
ェ
ア
地
区
の
豪
邸
の
サ
ロ
ン
の
梯
子
が
対
略
さ
れ
る
［図
6
a
・
6
b
］
。
そ
し
て
、
本
章
冒
頭
で
紹
介
し
た
あ
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
の
裏
」
に
は
、
何
と
「
カ
フ
ェ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
で
の
遅
い
夕
食
」
が
隣
り
合
わ
さ
れ
る
［
図
1
・
7
］
。
こ
れ
ら
の
対
比
に
内
在
す
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
い
う
「
階
級
の
闘
争
」
と
社
会
へ
の
告
発
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
あ
ら
た
め
て
こ
う
し
た
（
現
実
）
を
読
者
に
提
示
し
よ
う
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
限
で
あ
る
。
特
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
豪
華
な
夕
食
と
浮
浪
者
の
対
比
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
の
こ
の
一
節
を
思
い
出
す
現
代
の
読
者
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ー
要
す
る
に
、
ホ
テ
ル
や
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
贅
沢
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
安
っ
ぼ
く
、
け
ば
け
ば
し
い
ま
が
い
も
の
を
提
供
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
…
）
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
彼
ら
〔
＝
皿
洗
い
〕
の
労
働
は
ほ
ん
と
う
に
必
要
な
わ
け
で
は
な
く
、
贅
沢
に
見
せ
る
た
め
の
仕
掛
今 橋 映 子
け
に
す
ぎ
な
い
。
高
級
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
実
質
は
、
要
す
る
に
従
業
員
が
余
分
に
働
き
、
客
は
余
分
な
金
を
払
う
と
い
う爪1
0
心
だ
・
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
（
オ
ー
ウ
エ
ル
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
、
小
野
寺
健
氏
訳
）
小
説
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
（
一
九
〇
三
1
一
九
五
〇
） は
、
ビ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
一
歳
年
上
の
同
年
代
、
そ
し
て
プ
ラ
ン
ト
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
一
九
二
八
…
二
九
年
の
パ
リ
で
、
皿
洗
い
の
貧
乏
生
活
を
体
験
し
、
ま
た
三
〇
年
代
初
頭
の
ロ
ン
ド
ン
の
ス
ラ
ム
街
を
放
浪
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
況
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
北
部
炭
鉱
の
取
材
に
オ
ー
ウ
エ
ル
が
向
か
っ
た
の
は
一
九
三
六
年
、
プ
ラ
ン
ト
が
向
か
っ
た
の
が
一
九
三
七
年
で
あ
る
。
現
実
を
直
裁
に
斬
り
、
（
階
級
）
と
い
う
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
で
重
大
な
問
題
と
シ
ャ
ー
プ
に
斬
り
結
ん
で
、
都
市
生
活
を
語
っ
た
小
説
家
が
、
こ
こ
に
存
在
す
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
彼
ら
が
生
き
た
時
代
が
、
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
い
う
新
し
い
文
学
／
映
像
の
技
法
を
生
み
出
し
た
、
そ
の
最
初
期
に
当
た
っ
て
い
た
か
ら
に
、
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
の
時
代
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
が
、
従
来
の
研
究
者
た
ち
の
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
の
は
、
こ
の
「
文
学
」
作
品
が
い
か
な
る
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
か
ー
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
説
、
自
伝
的
小
説
、
日
記
な
ど
と
い
っ
た
分
類
か
ら
、
げ
1
1
、
小
説
的
自
伝
（
d
r
a
m
a
汁
訂
a
已
O
b
i
O
笥
a
p
h
y
）
と
い
う
命
名
ま
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
エ
．
ル
自
身
は
刊
行
す
る
ま
で
の
経
緯
で
『
あ
る
ハ
1
2
㌦
皿
洗
い
の
日
記
』
あ
る
い
は
『
あ
る
皿
洗
い
の
告
白
』
と
い
っ
た
題
名
も
考
え
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
を
決
定
す
る
の
は
、
さ
ら
に
複
…
稚
な
問
題
に
な
る
。
¶
3
一
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
英
米
で
相
次
い
で
出
さ
れ
た
博
士
論
文
に
お
い
て
、
オ
ー
ウ
エ
ル
の
初
期
三
部
作
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
（
一
九
三
三
）
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
（
一
九
三
六
）
『
カ
タ
ロ
ニ
ア
賛
歌
』
（
一
九
三
七
）
の
三
部
814
作
を
、
意
識
的
に
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
で
あ
る
と
見
な
し
、
そ
れ
が
一
九
三
〇
年
代
の
文
化
潮
流
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
那と
を
論
ず
る
、
非
常
に
刺
激
的
な
視
点
が
提
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
l
驚
く
こ
と
に
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
、
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
…
と
い
っ
た
現
代
の
私
た
ち
が
余
り
に
使
い
貧匝ほいう制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
慣
れ
た
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
実
は
一
九
三
〇
年
代
に
初
め
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
い
う
語
が
（
1
4
㌧
生
み
出
さ
れ
た
の
は
一
九
三
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
実
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
労
働
者
や
下
層
民
の
実
能
心
を
、
「
現
実
の
ま
ま
に
」
描
き
出
す
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
は
、
映
画
の
世
界
で
先
に
命
名
さ
れ
た
手
法
で
あ
る
。
名
付
け
親
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
監
督
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ア
ス
ン
（
一
人
九
人
－
一
九
七
二
）
。
英
語
で
は
す
で
に
十
五
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
語
経
由
で
d
O
C
u
m
e
n
t
あ
る
い
は
d
O
C
∈
ヨ
e
n
t
a
r
y
と
い
う
語
が
移
入
さ
れ
、
十
八
世
紀
以
来
d
O
C
u
m
e
n
訂
r
y
は
a
已
h
e
n
叶
i
c
（
本
当
の
）
と
同
義
の
形
容
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
ダ
リ
ア
ス
ン
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
～
1
5
小
払
O
C
㌫
m
付
n
叶
a
小
蒜
か
ら
転
用
し
て
払
O
C
仁
m
e
n
t
a
召
を
、
映
画
の
一
手
法
と
し
て
呼
称
し
始
め
た
と
い
う
。
一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
的
表
現
が
重
要
と
な
つ
た
背
景
に
は
何
よ
り
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
〟
1
6
～
北
部
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
深
刻
と
な
つ
た
不
況
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
か
つ
て
見
市
雅
俊
氏
が
、
社
会
へ
7
V
経
済
史
の
観
点
か
ら
詳
細
に
分
析
し
た
よ
う
特
“
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
陸
諸
国
と
異
な
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
は
「
失
業
と
貧
困
」
の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
正
確
に
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
「
新
し
い
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
」
と
、
伝
統
的
基
幹
産
業
の
不
振
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
だ
北
部
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
「
失
業
手
当
の
イ
ギ
リ
ス
」
と
い
う
、
「
二
つ
の
イ
ギ
リ
ス
」
に
分
離
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
自
動
車
、
電
化
製
品
、
レ
ー
ヨ
ン
な
ど
の
新
産
業
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
活
気
づ
き
、
ラ
ジ
オ
が
普
及
し
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
が
拡
大
し
、
新
し
い
消
費
生
活
を
人
々
が
享
受
し
始
め
た
の
が
三
〇
年
代
の
「
現
実
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
綿
織
物
、
石
炭
、
鉄
鋼
な
ど
の
製
品
は
輸
出
が
振
る
わ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
量
失
業
者
は
、
そ
の
失
業
率
の
高
さ
よ
り
も
長
さ
に
よ
っ
て
、
慢
性
的
、
構
造
的
な
性
格
を
際
立
た
せ
て
い
た
。
つ
ま
り
一
九
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
の
「
不
況
」
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
へ
の
経
済
的
構
造
転
換
が
本
格
化
し
た
時
代
に
、
「
豊
か
さ
」
の
中
に
空
い
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
」
の
よ
う
な
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
時
代
に
改
め
て
「
貧
困
」
が
問
題
と
な
つ
た
の
は
、
何
よ
り
も
、
他
方
に
あ
る
か
つ
て
な
い
物
質
的
繁
栄
と
の
対
照
に
今 橋 映 子
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
今
一
度
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
見
市
民
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
経
済
が
全
体
と
し
て
景
気
回
復
を
完
了
し
た
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
生
れ
た
社
会
的
（
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
）
は
、
構
造
的
失
業
禍
に
、
な
お
も
取
り
残
さ
れ
た
人
々
の
苦
難
を
一
層
際
立
た
せ
る
結
果
と
な
つ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
は
、
そ
の
発
生
期
に
あ
っ
て
は
、
自
然
の
生
態
や
政
界
の
内
幕
な
ど
を
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
（
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
も
）
専
ら
貧
困
や
労
働
者
を
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
、
全
て
「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
直
結
ハ
1
8
心
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
い
う
範
ち
ゅ
う
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
制
作
や
活
動
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
か
な
り
広
範
な
現
象
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば5 4 3 2 1
厚
生
、
教
育
関
係
の
行
政
レ
ポ
ー
ト
レ
フ
ト
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
（
左
翼
図
書
普
及
会
）
に
よ
る
出
版
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
〓
ノ
ズ
ム
へ
1
9
W
マ
ス
・
オ
ブ
ザ
ヴ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
と
出
版
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
三
七
年
七
月
、
社
会
主
義
系
雑
誌
『
フ
ァ
ク
ト
4
』
に
お
い
て
、
批
評
家
ス
ト
ー
〝
2
0
㌦
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
ン
は
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ツ
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
そ
こ
で
「
社
会
主
義
的
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
（
社
会
主
義
的
文
学
）
の
あ
る
べ
き
姿
を
定
義
し
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ス
ン
は
、
統
計
学
的
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
、
あ
る
い
は
人
類
学
的
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
記
述
を
排
除
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
単
な
る
統
計
、
調
査
や
記
録
で
な
く
、
読
者
に
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
614
ク
ス
を
感
知
さ
せ
、
変
革
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
そ
の
た
め
に
は
労
働
者
階
級
に
45
入
っ
て
直
接
的
な
体
験
を
、
長
期
に
渡
っ
て
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
環
境
や
言
語
の
中
で
つ
く
り
出
さ
l
れ
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
」
は
、
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
は
別
物
で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
は
労
働
者
た
ち
の
「生
の
声
や
行
動
」
が
欠
け
て
は
な
ら
ず
、
実
際
の
こ
と
ば
や
、
ス
ピ
ー
チ
・
リ
ズ
ム
が
把
握
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
寮内という制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
〔
2
1
）
一
方
で
事
実
は
客
観
的
に
選
択
、
描
写
さ
れ
、
観
察
す
る
側
の
自
己
分
析
や
感
情
移
入
は
挿
入
し
て
は
な
ら
な
い
ジ
ェ
イ
ム
ス
ン
は
ま
た
、
一
九
三
七
年
と
い
う
執
筆
時
に
、
い
ち
早
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
、
著
述
作
品
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
求
め
ら
れ
て
い
る
手
法
と
お
そ
ら
く
同
様
の
も
の
が
、
す
で
に
他
の
形
態
、
つ
ま
り
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に
存
在
し
て
ス
ク
〓
ノ
ー
ン
い
る
。
作
家
は
、
映
画
の
カ
メ
ラ
マ
ン
同
様
、
画
面
の
外
部
に
自
分
を
注
意
深
く
置
き
な
が
ら
、
「
事
実
」
を
、
衝
撃
的
な
（あ
る
い
は
痛
烈
な
、
皮
肉
な
、
透
徹
し
た
、
重
要
な
）
ア
ン
グ
ル
に
よ
っ
て
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
語
り
は
鋭
く
、
簡
潔
で
、
具
体
的
に
。
会
話
は
短
か
く
、
大
事
で
意
味
の
あ
る
言
葉
を
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
（
…
）
［
作
家
の
］
仕
事
は
、
彼
が
感
じ
た
こ
と
を
語
る
の
で
は
な
く
、
集
め
た
材
料
の
山
か
ら
、
冷
静
に
こ
つ
こ
つ
と
提
示
し
、
ア
レ
ン
ジ
し
、
選
び
、
捨
て
て
、
全
て
の
意
－
2
2
〟
味
を
含
む
重
要
な
細
部
を
獲
得
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
（
拙
訳
）
ジ
ェ
イ
ム
ス
ン
の
論
は
、
（
社
会
主
義
的
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
を
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
偏
狭
な
解
釈
も
見
ら
れ
る
が
、
私
た
ち
に
は
か
え
つ
て
そ
こ
か
ら
、
（
現
実
）
を
叙
述
す
る
手
法
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
視
点
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
（ ／′■■’■■、＼ （ ／一、＼
4 3 2 1
叙
述
の
目
的
が
、
教
訓
的
で
あ
る
か
、
芸
術
的
で
あ
る
か
事
実
に
対
し
、
人
間
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
と
る
か
、
社
会
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
と
る
か
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
を
い
か
な
る
角
度
か
ら
捉
え
、
い
か
に
選
択
、
配
列
す
る
の
か
い
か
な
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
そ
れ
を
表
現
す
る
の
か
今 橋 映 子
（
5
）
そ
の
作
品
に
よ
っ
て
政
治
参
加
す
る
か
否
か
と
い
っ
た
側
面
は
、
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
表
現
の
全
て
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
が
、
一
方
で
ラ
ジ
オ
が
世
界
的
に
普
及
し
た
時
代
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
現
代
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
格
的
な
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
三
〇
年
代
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
（
現
代
）
と
そ
の
（
表
象
）
と
の
関
係
を
、
原
点
に
お
い
て
問
い
直
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
三
〇
年
代
を
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
時
代
）
と
規
定
す
る
時
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
や
ビ
ル
・
プ
ラ
ン
ト
の
仕
事
は
違
っ
た
光
を
放
っ
て
私
た
ち
に
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
で
も
オ
ー
ウ
エ
ル
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
へ
2
3
W
（
一
九
三
六
）
は
、
レ
フ
ト
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
の
選
定
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
点
で
も
、
ま
た
初
版
時
よ
り
三
十
二
枚
も
の
参
考
写
真
（
撮
影
者
不
明
）
が
挿
入
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
＋
写
真
の
形
態
を
取
っ
た
と
い
う
点
で
も
、
ま
さ
に
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
叫
別
一
ブ
ッ
ク
」
の
囁
失
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
（
一
九
三
三
）
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
こ
こ
に
概
念
操
作
に
伴
う
複
雑
な
問
題
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
ず
思
い
起
こ
し
た
い
の
は
、
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
い
う
用
語
が
一
九
三
七
年
に
造
語
さ
れ
、
広
ま
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
両
大
戦
間
パ
リ
の
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
作
品
に
対
し
て
も
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
」
と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
（
不
用
意
に
）
用
い
ら
れ
る
が
、
実
は
私
た
ち
は
両
大
戦
間
パ
リ
の
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
」
な
ど
の
用
語
を
現
代
の
概
念
で
適
用
し
て
い
る
の
で
ほ
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
、
正
確
に
伝
え
る
こ
と
」
と
い
う
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
に
対
す
る
読
者
（
鑑
賞
者
）
の
「期
待
の
地
平
」
は
、
現
代
の
習
慣
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
写
真
史
に
お
い
て
も
、
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
写
真
を
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ォ
へ
2
5
、
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
以
降
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
41
ク
の
下
層
社
会
を
今
世
紀
初
頭
に
撮
影
し
た
ル
イ
ス
・
ハ
イ
ン
と
い
う
写
真
家
［
図
8
a
］
が
、
一
九
三
八
年
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
43
写
真
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
突
如
「
再
発
見
」
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
10
1⊥
あ
っ
た
ボ
ー
モ
ン
ト
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
は
、
よ
う
や
く
美
術
館
に
お
い
て
写
真
展
が
企
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
貧困という制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
こ
の
時
代
、
ア
ル
ブ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
イ
ー
グ
リ
ッ
ツ
ら
の
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
な
カ
メ
ラ
・
ワ
ー
ク
と
は
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
写
真
に
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
い
う
新
語
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
［
図
8
b
］
や
ベ
レ
ニ
ー
ス
・
ア
ポ
ッ
ト
と
い
っ
た
三
〇
年
代
に
活
躍
す
る
写
真
家
の
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ー
ト
」
と
も
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
も
違
う
、
コ
モ
ン
・
ピ
…
フ
ル
レ
コ
ー
ド
大
不
況
時
代
の
普
通
の
人
々
の
暮
ら
し
の
記
録
だ
つ
た
。
そ
う
い
う
写
真
を
、
観
客
は
一
体
ど
の
よ
う
に
見
れ
ば
よ
い
の
か
。
「
記
録
」
フ
′
イ
ン
・
ア
ー
ト
と
「美
術
」
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
と
い
う
用
語
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
矛
盾
す
る
性
格
を
調
停
す
る
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
の
ナ
ノ
と
す
れ
ば
一
九
二
八
育
三
四
年
に
至
る
（
パ
リ
写
真
）
も
ま
た
、
そ
れ
を
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
）
と
い
う
、
後
に
生
ま
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
考
え
よ
う
と
す
る
時
に
、
違
和
感
が
生
ず
る
の
は
当
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
す
で
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
「
フ
ォ
ト
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
（
形
式
）
で
あ
っ
て
、
真
実
で
は
な
い
」
（
キ
ム
・
シ
シ
エ
ル
）
と
い
う
こ
ノ
2
6
㌦
と
を
、
度
々
強
調
し
て
き
た
。
ま
た
夜
の
パ
リ
や
、
夜
の
ロ
ン
ド
ン
を
撮
っ
た
ブ
ラ
ッ
サ
イ
や
プ
ラ
ン
ト
が
、
し
ば
し
ば
「
劇
的
演
出
」
を
行
っ
て
き
た
こ
と
も
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
の
成
立
期
に
あ
っ
て
は
、
記
述
や
映
フ
γ
ク
ト
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
像は
（
事
実
）
と
（
虚
構
）
の
あ
わ
い
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
技
法
こ
そ
が
、
（
貧
困
）
と
い
う
主
題
、
政
治
的
意
図
の
有
無
な
ど
と
共
に
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
重
安
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
は
、
中
流
階
級
に
は
想
像
だ
に
で
き
な
い
皿
洗
い
や
、
浮
浪
者
の
エ
h
ピ
ソ
！
ド
「
実
際
の
」
生
活
に
、
長
期
に
潜
入
し
て
調
査
し
た
と
い
う
点
、
あ
る
い
は
労
働
者
や
浮
浪
者
の
「
生
の
言
葉
」
、
俗
語
や
、
挿
話
が
簡
潔
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
確
か
に
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
与
え
る
の
が
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
敢
え
て
正
確
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
一
九
三
三
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
い
う
用
語
の
定
着
直
前
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
と
虚
構
の
境
界
線
上
に
あ
っ
て
、
抜
群
に
「
お
も
し
ろ
く
語
ら
れ
た
」
こ
の
作
品
を
、
現
在
で
は
自
伝
的
小
説
や
日
記
で
は
な
く
、
「
文
学
的
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
（
H
小
訂
岩
r
y
d
O
C
u
暮
今 橋 映 子
〝
2
7
ノ
3
e
n
訂
r
y
）
と
呼
ぶ
の
は
、
き
わ
め
て
正
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
先
の
ジ
ェ
イ
ム
ス
ン
の
言
う
「
社
会
主
義
的
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
、
こ
の
作
品
が
最
も
性
格
を
異
に
す
る
の
ほ
、
「
読
者
に
、
変
革
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
せ
る
」
意
図
を
、
最
も
重
要
な
目
的
と
は
見
な
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
オ
ー
ウ
エ
ル
初
期
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
は
、
誰
に
向
け
て
、
何
を
発
信
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
3
ガ
ラ
ス
の
間
仕
切
り
に
映
る
も
の
一
九
二
八
年
春
、
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ア
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
の
本
名
）
は
パ
リ
に
到
着
し
た
。
職
も
金
も
持
た
な
い
二
十
五
歳
の
イ
ギ
リ
ス
人
青
年
が
パ
リ
へ
行
く
と
言
え
ば
、
デ
ユ
・
モ
リ
エ
の
『
ト
リ
ル
ピ
ー
』
や
モ
ー
ム
の
『
人
間
の
絆
』
が
か
つ
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
た
よ
う
な
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
生
活
が
た
だ
ち
に
思
い
出
さ
れ
る
。
確
か
に
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ア
の
パ
リ
行
き
は
、
お
そ
ら
く
「
文
学
修
行
」
が
目
的
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
パ
リ
到
着
直
前
ま
で
ビ
ル
マ
警
察
の
警
察
官
で
あ
っ
た
彼
が
、
そ
れ
を
敢
え
て
辞
し
て
パ
リ
に
向
か
っ
た
そ
の
動
機
は
、
お
よ
そ
十
九
世
紀
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
た
ち
と
は
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
遅
れ
き
た
ア
メ
リ
カ
人
」
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
に
や
は
り
パ
リ
に
到
着
し
、
放
浪
と
貧
困
の
中
で
『
北
回
帰
線
』
を
書
き
上
げ
た
あ
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
以
上
に
、
意
識
的
な
貧
困
生
活
を
送
っ
た
と
い
っ
て
良
い
。
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ア
は
そ
の
動
機
を
、
の
ち
に
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
私
は
イ
ン
ド
警
察
に
五
年
問
い
た
が
、
そ
の
終
わ
り
の
こ
ろ
に
は
何
と
も
説
明
の
つ
か
な
い
苦
に
が
し
い
気
持
で
、
自
分
が
仕
え
て
き
た
帝
国
主
義
を
憎
悪
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
な
雰
囲
気
の
な
か
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
帝
国
主
義
を
憎
む
た
め
に
は
そ
の
一
部
と
な
つ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
…
）
五
年
に
わ
た
っ
て
私
は
抑
圧
体
制
の
一
翼
を
担
っ
て
き
て
、
そ
の
た
め
に
良
心
の
呵
責
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
。
無
数
の
顔
が
思
い
だ
さ
れ
た
。
被
告
席
に
い
た
囚
人
た
2H
ち
の
顔
、
死
刑
を
待
っ
て
い
る
男
た
ち
の
顔
、
私
に
手
荒
く
あ
つ
か
わ
れ
た
部
下
た
ち
や
私
が
剣
突
を
く
わ
せ
た
老
い
た
農
夫
た
11
げ
ん
こ
つ
ク
ー
リ
ー
41
ち
の
顔
、
怒
り
に
か
ま
せ
て
拳
骨
を
く
ら
わ
せ
た
（
…
）
召
使
や
苦
力
た
ち
の
顔
。
こ
れ
ら
は
気
が
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
私
を
悩
ま
12
1
し
っ
づ
け
た
。
大
変
な
量
の
罪
の
償
い
を
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
私
は
知
っ
て
い
た
。
（
…
）
私
は
、
帝
国
主
義
か
ら
貧困という制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
・
逃
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
が
人
間
を
支
配
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
か
ら
逃
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
感
じ
て
い
た
。
身
を
潜
め
被
抑
圧
者
の
な
か
に
下
り
て
ゆ
き
、
彼
ら
の
側
に
た
っ
て
圧
制
者
と
戦
い
た
い
、
と
私
は
思
っ
た
。
ハ
誠
心
（
土
屋
宏
之
・
上
野
勇
氏
訳
）
お
そ
ら
く
一
九
三
〇
年
代
の
あ
ら
ゆ
る
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
と
、
彼
の
作
品
を
決
定
的
に
隔
て
る
の
は
、
こ
の
ア
ジ
ア
の
植
民
地
体
験
か
ら
来
る
購
罪
と
い
う
原
点
で
あ
ろ
う
。
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ア
が
帰
国
後
に
実
行
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
階
級
に
入
り
込
ん
で
い
く
こ
と
だ
つ
た
。
暴
政
と
搾
取
は
、
わ
ざ
わ
ざ
ビ
ル
マ
く
ん
だ
り
ま
で
行
か
ず
と
も
、
足
も
と
に
無
数
に
見
い
出
せ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
晩
秋
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
で
身
を
や
つ
し
て
放
浪
生
活
を
始
め
る
。
そ
う
し
た
行
動
を
彼
に
思
い
つ
か
せ
た
直
接
の
啓
示
は
、
ア
メ
リ
カ
人
作
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
の
『
ど
ん
底
の
人
々
』
（
一
九
〇
三
）
で
あ
る
の
は
明
白
だ
ろ
う
。
し
か
し
失
業
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
た
こ
の
時
期
、
エ
リ
ッ
ク
に
は
、
失
業
の
統
計
数
字
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
労
働
者
階
級
の
実
態
に
ど
う
迫
れ
ば
良
い
の
か
、
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
私
が
貧
困
を
考
え
る
と
き
に
は
、
動
物
的
な
意
味
で
の
飢
餓
を
連
想
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
わ
た
し
は
す
ぐ
に
極
端
な
事
例
、
す
な
わ
ち
浮
浪
者
、
乞
食
、
犯
罪
者
、
売
春
婦
の
よ
う
な
脱
落
者
を
思
い
う
か
べ
た
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
は
「
下
の
下
」
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
彼
ら
に
接
触
し
た
か
っ
た
。
当
時
、
私
が
心
か
ら
望
ん
だ
こ
と
は
、
世
間
体
ば
か
り
を
気
に
す
る
世
界
か
ら
す
っ
か
り
足
を
洗
い
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
（
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
土
屋
・
上
野
訳
二
〇
〇
頁
）
も
し
単
純
な
嬢
罪
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
社
会
改
良
や
政
治
活
動
を
す
る
と
い
う
道
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ア
は
、
最
下
層
の
世
界
に
入
り
込
み
、
そ
れ
を
「
書
く
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
支
配
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
か
ら
逃
れ
る
」
今 橋 映 子
道
を
探
っ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
が
言
う
よ
う
に
、
ブ
レ
ア
青
年
の
中
で
、
「
書
き
た
い
と
い
う
願
望
が
、
罪
の
感
情
、
少
な
く
と
も
被
抑
圧
者
と
と
も
に
あ
り
た
い
と
い
う
願
望
よ
り
も
、
強
か
っ
た
と
仮
定
し
て
は
な
ハ
2
9
山
ら
な
い
」
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
実
際
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
最
初
の
浮
浪
生
活
の
直
後
、
一
九
二
八
年
番
パ
リ
に
渡
る
と
、
彼
は
パ
リ
の
雑
誌
に
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
検
閲
制
度
」
「
失
業
」
「
放
浪
者
の
一
日
」
「
ロ
ン
ド
ン
の
物
乞
い
」
「
ビ
ル
マ
に
お
け
る
大
英
帝
爪
3
0
、
国
」
な
ど
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
記
事
を
、
次
々
寄
稿
し
て
い
る
。
た
だ
し
多
く
は
書
い
て
も
ほ
と
ん
ど
売
れ
ず
、
「
文
…
3
1
小
学
の
道
に
入
っ
た
大
抵
の
若
者
が
稼
ぐ
の
と
同
じ
く
」
パ
リ
で
の
文
学
的
努
力
は
一
年
に
よ
う
や
く
二
〇
ポ
ン
ド
を
も
た
ら
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
三
五
年
に
ゴ
ラ
ン
ツ
書
店
か
ら
、
よ
う
や
く
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
を
出
版
し
た
時
、
エ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ア
は
筆
名
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
を
初
め
て
使
っ
た
。
こ
の
作
品
が
失
敗
し
て
も
、
実
名
の
方
で
書
評
の
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
と
い
う
計
算
と
、
当
時
と
し
て
は
相
当
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
実
や
言
葉
遣
い
が
あ
る
た
め
、
家
庭
や
友
人
へ
の
配
慮
か
ら
、
筆
名
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ク
ト
フ
ナ
ク
シ
ョ
ン
出
自
や
階
級
を
隠
す
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
の
使
用
は
、
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
が
も
つ
、
事
実
と
虚
構
の
境
界
と
い
う
性
格
を
よ
り
一
層
強
め
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
全
篇
が
、
現
実
の
観
察
に
正
確
に
も
と
づ
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
主
人
公
「
私
」
の
貧
困
の
体
験
が
、
実
際
と
は
逆
に
、
バ
リ
ー
↓
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
順
序
で
語
ら
れ
、
全
体
が
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
．
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
作
家
オ
ー
ウ
エ
ル
は
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、
か
つ
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ン
ド
ン
が
書
い
た
よ
う
に
、
い
き
な
り
下
層
階
級
の
ア
ン
ダ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
潜
り
、
飢
饉
や
犯
罪
と
直
結
す
る
よ
う
な
（
貧
困
）
の
実
態
オ
ー
ウ
エ
ル
の
い
う
「
対
面
を
と
り
つ
く
ろ
っ
た
貧
乏
」
と
は
何
か
を
、
パ
リ
を
舞
台
に
ま
ず
は
語
り
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に
「
突
然
落
ち
ぶ
れ
る
こ
と
」
の
意
味
を
「
実
感
」
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
014
彼
は
、
パ
リ
の
安
下
宿
で
拝
金
を
大
方
盗
ま
れ
て
、
一
文
な
し
の
貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
体
験
そ
の
折
の
奇
妙
13
39
な
状
況
を
こ
う
書
い
て
い
る
。
l
貧
乏
に
つ
い
て
は
、
さ
ん
ざ
ん
考
え
た
こ
と
は
あ
る
生
ま
れ
た
時
か
ら
心
配
し
て
い
た
も
の
で
、
い
ず
れ
は
わ
が
身
に
14
貧困という制度州オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
も
起
こ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
は
い
た
こ
と
な
の
に
、
い
ざ
と
な
る
と
味
気
が
な
い
ほ
ど
、
ま
っ
た
く
違
う
の
だ
。
前
に
は
し
ご
く
単
純
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
呆
れ
る
ほ
ど
複
雑
な
の
で
あ
る
。
さ
ぞ
恐
ろ
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
た
だ
薄
汚
く
て
退
屈
な
だ
け
な
の
だ
。
ま
ず
気
が
つ
く
の
は
貧
乏
独
特
の
卑
し
さ
で
あ
る
。
や
む
を
え
ず
弄
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
て
〈
た
手
管
、
パ
ン
の
さ
い
ご
の
残
り
で
皿
の
肉
汁
を
拭
き
取
る
と
い
っ
た
、
や
や
こ
し
い
け
ち
く
さ
さ
な
の
だ
。
（
小
野
寺
訳
、
二
二
－
二
三
頁
）
オ
ー
ウ
エ
ル
は
、
突
如
と
し
て
一
文
な
し
に
な
っ
た
人
間
が
、
対
面
を
保
つ
た
め
に
最
初
か
ら
嘘
ば
か
り
つ
く
結
果
に
な
る
こ
と
や
、
一
日
六
フ
ラ
ン
と
い
う
金
が
、
こ
う
い
う
時
に
限
っ
て
起
こ
る
様
々
な
厄
災
の
お
か
げ
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
う
非喜劇を語る。空腹とは、「ウィンドーの中の買い手のない山のような食べ物が私を侮辱する」ということ‡貧乏
に
つ
き
も
の
の
退
屈
も
分
か
っ
て
く
る
。
始
終
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
て
、
し
か
も
ろ
く
に
物
を
食
べ
な
い
か
ら
、
何
に
も
興
味
が
わ
か
な
い
。
け
れ
ど
逆
に
、
退
屈
で
、
け
ち
な
や
り
く
り
に
追
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
飢
え
は
迫
っ
て
く
る
も
の
の
、
貧
乏
に
は
大
き
な
救
い
が
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
将
来
と
い
う
も
の
が
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
引
用
し
て
き
た
邦
訳
で
は
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、
貧
乏
の
非
喜
劇
を
語
る
第
三
章
の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
は
原
文
で
は
「
あ
な
た
」
（
笥
u
）
を
主
語
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
こ
う
で
あ
る
。
あ
な
た
は
一
日
六
フ
ラ
ン
と
い
う
の
が
、
い
か
に
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
か
が
わ
か
っ
て
く
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
く
だ
ら
な
い
災
難
ひ
と
つ
で
、
あ
な
た
の
食
費
が
と
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
さ
い
ご
の
八
十
サ
ン
チ
ー
ム
を
は
た
い
て
ミ
ル
ク
を
半
リ
ッ
ト
ル
買
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
・
ラ
ン
プ
で
沸
か
し
て
い
る
と
、
沸
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
南
京
虫
が
二
の
腕
に
這
っ
て
く
る
。
あ
な
た
が
爪
の
先
で
今 橋 映 子
そ
れ
を
は
じ
く
と
、
南
京
虫
が
ポ
チ
ヤ
ン
！
ミ
ル
ク
の
ま
ん
な
か
に
ま
っ
す
ぐ
落
ち
る
。
ミ
ル
ク
は
捨
て
、
あ
と
は
空
き
腹
を
ル
3
2
㌦
か
か
え
て
い
る
他
は
な
い
。
（
小
野
寺
訳
、
二
四
頁
を
改
訳
）
こ
の
よ
う
に
「
あ
な
た
」
と
い
う
二
人
称
を
頻
用
し
、
効
果
的
に
用
い
る
文
体
に
よ
っ
て
、
読
者
は
身
に
つ
ま
さ
れ
て
、
パ
リ
の
貧
乏
生
活
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
オ
ー
ウ
エ
ル
は
、
こ
の
パ
リ
の
生
活
の
中
で
何
と
か
あ
り
つ
い
た
職
「
現
代
世
界
の
奴
隷
の
一
つ
」
で
あ
る
皿
洗
い
の
生
活
を
通
じ
て
、
今
度
は
飢
え
で
は
な
く
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
過
重
労
働
の
意
味
を
語
っ
て
い
る
。
パ
リ
の
高
級
ホ
テ
ル
Ⅹ
の
描
写
部
分
は
、
多
く
の
評
者
が
一
致
す
る
通
り
、
こ
の
作
品
の
白
眉
で
あ
る
。
彼
は
、
ウ
エ
イ
タ
ー
か
ら
コ
ッ
ク
、
皿
洗
い
に
い
た
る
、
ホ
テ
ル
内
の
厳
然
と
し
た
階
級
制
度
を
観
察
し
、
ホ
テ
ル
が
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
機
能
す
る
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
す
さ
ま
じ
さ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
報
告
し
て
い
る
。
ウ
エ
イ
タ
ー
が
、
厨
房
か
ら
食
堂
に
入
っ
て
ゆ
く
そ
の
ド
ア
一
枚
の
前
後
で
、
皿
洗
い
に
ど
な
り
散
ら
し
て
い
た
の
が
、
大
変
身
み
ば
し
て
優
雅
な
身
の
こ
な
し
と
な
る
あ
り
様
と
か
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
の
料
理
は
何
よ
り
も
「
見
場
」
が
大
切
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
皿
の
上
の
ス
テ
ー
キ
は
、
何
人
も
の
手
に
よ
っ
て
位
置
を
直
さ
れ
、
髪
に
ポ
マ
ー
ド
を
な
で
つ
け
た
そ
の
同
じ
手
で
「
い
じ
ら
れ
た
」
上
に
、
客
に
差
し
出
さ
れ
る
と
か
、
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
オ
ー
ウ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
高
級
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
「
巨
大
な
倦
怠
」
で
あ
り
、
贅
沢
に
見
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
の
皿
洗
い
の
労
働
は
全
く
無
益
で
あ
り
、
「
高
級
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
実
質
は
、
要
す
る
に
従
業
員
が
余
分
に
働
き
、
客
は
余
分
な
金
を
払
う
と
い
う
だ
け
の
こ
と
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
に
お
け
る
、
パ
リ
部
分
と
ロ
ン
ド
ン
部
分
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
パ
リ
に
お
い
て
は
、
友
人
ボ
リ
ス
や
そ
の
他
の
登
場
人
物
た
ち
が
、
過
労
に
堪
え
な
が
ら
も
、
陽
気
で
明
る
い
最
下
層
労
働
者
た
ち
で
あ
る
の
に
対
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
「
ス
パ
イ
ク
」
（
浮
浪
者
収
容
所
）
を
放
浪
す
る
「
零
落
し
た
人
間
」
た
ち
は
、
813
意
気
消
沈
し
て
影
が
う
す
い
。
こ
の
相
反
す
る
気
分
の
原
因
に
つ
い
て
、
パ
リ
部
分
が
楽
し
い
挿
話
か
ら
成
り
、
海
峡
を
渡
る
や
否
15
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や
、
彼
の
姿
勢
が
ま
っ
た
く
社
会
批
評
的
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
オ
ー
ウ
エ
ル
が
パ
リ
で
は
外
国
人
と
し
て
道
徳
的
責
任
を
感
じ
ず
16
1
ハ
3
3
W
に
す
ん
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
一
般
的
で
あ
る
。
貧困という制度肘オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
し
か
し
そ
れ
以
上
に
重
安
な
の
は
、
オ
ー
ウ
エ
ル
が
、
自
国
の
社
会
構
造
を
充
分
に
把
握
し
て
い
る
た
め
に
、
「
ス
パ
イ
ク
」
の
経
験
を
通
じ
て
、
「
制
度
」
と
し
て
の
貧
困
を
見
抜
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
オ
ー
ウ
エ
ル
が
下
層
社
会
の
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
を
書
き
た
い
と
考
え
た
動
機
、
そ
れ
は
植
民
地
で
支
配
者
と
し
て
体
験
し
た
抑
圧
や
差
別
へ
の
購
罪
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ウ
エ
ル
は
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
と
、
次
作
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
の
雨
作
を
通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
階
級
制
度
の
問
題
に
追
っ
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
告
発
と
弾
劾
の
手
法
で
は
な
い
。
オ
ー
ウ
エ
ル
が
観
察
し
、
対
略
す
る
の
は
、
階
級
に
よ
っ
て
極
度
に
異
な
る
生
活
や
環
境
の
実
態
と
い
う
よ
り
、
自
分
自
身
を
含
め
た
中
産
階
級
出
身
の
人
間
た
ち
が
、
労
働
者
や
浮
浪
者
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
の
あ
り
方
や
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
正
当
化
す
る
自
分
た
ちの
「
良
識
」
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
エ
ル
が
ビ
ル
マ
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
ス
ラ
ム
街
、
そ
し
て
パ
リ
の
皿
洗
い
の
体
験
を
経
て
、
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
つ
て
き
た
の
は
、
（
貧
困
）
と
は
、
当
初
考
え
て
い
た
よ
う
な
ど
ん
底
世
界
の
飢
饉
よ
り
も
、
労
働
を
奪
わ
れ
た
人
間
に
ふ
り
か
か
る
運
命
に
こ
そ
、
悲
惨
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
仕
事
一
筋
に
う
ち
こ
ん
で
き
た
労
働
者
が
、
一
夜
明
け
た
ら
路
頭
に
迷
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恐
ろ
し
い
運
命
の
い
た
ず
ら
、
理
解
不
能
の
経
済
法
別
に
も
て
あ
そ
ば
れ
る
悲
劇
、
家
（
訳
）
庭
の
崩
壊
、
精
神
を
蝕
む
羞
恥
の
感
覚
」
ア
ッ
パ
…
‥
、
、
ド
ル
・
ク
ラ
ス
へ
3
5
心
背
景
に
は
、
彼
自
身
が
「
上
層
中
産
階
級
の
下
層
」
。
大
不
況
時
代
に
お
け
る
貧
困
の
こ
う
し
た
現
実
に
、
オ
ー
ウ
エ
ル
が
気
づ
い
た
と
規
定
し
得
る
家
庭
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
無
視
で
き
な
い
。
彼
自
身
が
『
ウ
ィ
（
諮
）
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
で
率
直
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
す
で
に
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
の
分
析
に
も
あ
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
上
層
中
級
階
級
」
は
、
貴
族
た
ち
の
よ
う
に
土
地
を
所
有
し
て
い
な
い
た
め
、
軍
人
、
官
吏
、
専
門
家
な
ど
に
な
っ
て
、
主
に
植
民
地
に
行
っ
て
初
め
て
裕
福
な
生
活
を
手
に
入
れ
る
と
い
っ
た
階
層
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
以
降
、
大
英
帝
国
の
長
期
的
没
落
は
こ
の
階
層
に
最
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
し
か
も
こ
う
し
た
「
没
落
紳
士
」
は
、
外
面
を
と
り
つ
く
ろ
っ
て
、
下
の
階
級
を
見
今 橋 映 子
下
す
優
越
感
と
嫌
悪
感
を
払
拭
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
オ
ー
ウ
エ
ル
は
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
』
の
第
八
草
「
階
級
の
対
立
」
、
第
九
章
「
階
級
意
識
の
実
態
」
、
第
十
章
「
階
級
意
識
本
質
と
矛
盾
」
の
三
章
に
わ
た
っ
て
、
「
私
」
自
身
を
、
驚
く
ほ
ど
の
率
直
さ
で
語
り
、
「
私
」 の
階
級
意
識
を
分
析
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
自
分
を
も
含
め
て
、
ビ
ル
マ
に
居
る
白
人
は
、
「
現
地
人
」
を
見
下
し
て
い
た
が
、
生
理
的
に
は
容
易
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
（
一
九
〇
頁
）
。
と
こ
ろ
が
同
国
人
の
労
働
者
階
級
に
対
す
る
と
、
「
私
た
ち
」
に
は
突
如
次
の
よ
う
な
感
覚
が
芽
生
え
て
く
る
。
下
層
階
級
に
は
悪
臭
が
す
る
こ
れ
こ
そ
私
た
ち
が
教
え
こ
ま
れ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
に
、
乗
り
こ
え
が
た
い
障
壁
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
身
体
の
な
か
に
し
み
こ
ん
だ
感
覚
ほ
ど
、
好
悪
の
感
覚
の
な
か
で
根
源
的
な
も
の
は
な
い
か
ら
だ
。
（
…
）
つ
る
は
し
を
肩
に
か
つ
い
だ
た
く
ま
し
い
土
方
が
道
路
か
ら
歩
い
て
い
く
の
を
見
て
い
る
と
、
彼
の
色
あ
せ
た
シ
ャ
ツ
や
コ
ー
ル
テ
ン
の
ズ
ボ
ン
が
一
〇
年
間
も
の
汚
れ
で
ご
わ
ご
わ
に
を
つ
て
い
る
の
が
目
に
入
る
。
そ
の
と
き
、
い
く
え
に
も
脂
に
ま
み
れ
た
ボ
ロ
の
下
着
、
さ
ら
に
そ
の
下
着
に
覆
わ
れ
た
、
ベ
ー
コ
ン
の
よ
う
な
強
烈
な
臭
気
を
放
つ
、
暗
褐
色
の
（
私
は
そ
れ
を
ど
れ
ほ
ど
想
像
し
た
こ
と
か
）
風
呂
に
も
入
ら
な
い
肉
体
の
こ
と
に
思
い
が
お
よ
ん
で
い
く
の
だ
つ
た
。
浮
浪
者
が
溝
で
長
靴
を
脱
い
で
い
る
の
を
見
る
。
何
と
い
う
お
ぞ
ま
し
さ
だ
！
だ
が
当
時
、
そ
の
浮
浪
者
自
身
も
不
快
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
想
像
だ
に
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
召
使
の
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
清
潔
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
「
下
層
階
級
」
の
人
間
に
も
、
か
す
か
な
む
か
つ
き
を
感
じ
た
も
の
だ
。
彼
ら
の
汗
の
臭
い
や
皮
膚
の
き
め
そ
の
も
の
が
、
ふ
し
ぎ
に
自
分
達
と
は
異
な
る
も
の
と
映
っ
た
。
（
土
屋
・
上
野
訳
、
一
七
一
…
一
七
三
頁
、
傍
点
原
文
）
オ
ー
ウ
エ
ル
は
、
こ
う
し
た
身
体
レ
ベ
ル
の
感
覚
が
、
幼
児
以
来
の
教
育
に
よ
っ
て
教
え
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
で
の
体
験
で
そ
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
し
か
し
最
終
的
に
「
私
た
ち
」
と
「
彼
ら
」
の
間
に
は
、
互
い
613
に
乗
り
超
え
ら
れ
ぬ
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
再
認
識
す
る
。
17
35
し
か
し
私
は
彼
ら
の
な
か
に
異
邦
人
と
し
て
入
っ
て
い
き
、
お
た
が
い
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
ど
の
道
を
と
ろ
う
と
し
18
1⊥
て
も
、
こ
の
呪
わ
し
い
階
級
間
の
違
い
が
石
の
壁
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
る
。
い
や
石
の
壁
と
い
う
よ
り
水
族
館
の
ガ
ラ
ス
板
に
貧‡勾という制度¶オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
た
と
え
た
方
が
よ
い
。
ガ
ラ
ス
の
間
仕
切
り
な
ど
は
な
い
と
主
張
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ
れ
を
通
り
ぬ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
（
土
屋
・
上
野
訳
、
二
〇
八
頁
）
オ
ー
ウ
エ
ル
は
偽
善
的
な
共
産
主
義
者
や
、
反
帝
国
主
義
者
が
、
階
級
の
違
い
を
「
な
く
し
」
、
手
を
組
も
う
と
叫
ぶ
類
い
の
単
純
さ
を
指
摘
し
、
「
階
級
の
違
い
を
無
く
す
こ
と
は
、
み
ず
か
ら
の
一
部
を
な
く
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
と
言
う
。
「
い
ち
ご
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
り
」
す
る
生
活
を
捨
て
て
植
民
地
を
手
放
し
、
大
英
帝
国
を
解
体
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
書
物
、
衣
服
へ
の
好
み
や
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
、
言
葉
遣
い
、
耽
り
と
い
っ
た
も
の
へ
の
気
遣
い
を
捨
て
て
、
労
働
者
に
な
れ
る
の
、カ
。
つ
ま
り
超
え
が
た
い
障
壁
へ
の
自
覚
こ
そ
が
、
す
べ
て
の
理
念
に
先
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
エ
ル
自
身
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
下
層
階
級
に
は
悪
臭
が
す
る
」
と
い
う
偏
見
は
、
す
で
に
十
九
世
紀
に
成
立
し
て
い
た
根
深
い
言
説
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
タ
ー
・
ス
ト
リ
ブ
ラ
ス
と
ア
ロ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
は
『
境
界
侵
犯
、
3
7
）
そ
の
詩
学
と
政
治
学
』
（
一
九
八
六
年
）
の
中
で
、
十
九
世
紀
の
都
市
が
、
多
く
の
小
説
や
社
会
改
良
の
教
書
の
な
か
で
、
恐
怖
、
嫌
悪
と
共
に
魅
惑
の
現
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
十
九
世
紀
の
下
層
社
会
を
観
察
し
た
、
社
会
改
革
論
者
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ヒ
ユ
ー
は
、
大
著
『
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
者
の
ロ
ン
ド
ン
の
貧
困
層
』
（
一
八
六
一
年
）
に
お
い
て
、
呼
売
り
人
、
く
ず
拾
い
、
下
水
あ
さ
り
な
ど
、
同
時
代
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
浮
浪
労
働
者
（
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
）
」
を
「
不
定
形
で
分
裂
し
た
衆
生
」
で
あ
る
「
漂
白
の
民
」
と
規
定
す
る
。
「
文
明
の
民
」
と
は
正
反
対
に
、
「
漂
白
の
民
」
は
、
貯
蓄
を
せ
ず
、
結
婚
や
家
庭
に
関
心
が
無
く
、
権
威
に
対
し
て
反
抗
的
で
あ
る
と
共
に
、
宗
教
に
も
無
知
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
ま
た
同
時
代
の
社
会
改
良
の
教
書
で
は
、
し
ば
し
ば
「
ス
ラ
ム
↓
下
水
↓
病
気
↓
倫
理
の
退
廃
」
と
っ
た
具
合
に
、
汚
物
と
病
気
は
、
貧
困
と
換
喩
的
な
関
係
を
辿
っ
て
い
く
。
「
悪
質
な
環
境
」
が
、
「
短
命
で
、
備
え
も
な
く
、
投
げ
や
り
で
、
無
節
操
、
そ
し
て
今 橋 映 子
性
的
満
足
に
耽
る
こ
と
を
習
慣
と
す
る
よ
う
な
」
人
々
を
生
み
出
す
、
お
¶
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
汚
物
が
ス
ラ
ム
の
住
人
を
表
わ
し
、
貧
民
は
豚
と
さ
れ
る
隠
喩
的
言
語
も
度
々
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
重
安
な
の
は
清
潔
と
汚
濁
を
、
都
市
の
街
区
や
、
下
層
民
に
投
影
し
、
そ
の
「
境
界
」
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
た
ち
は
自
分
た
ち
の
身
体
を
支
配
す
る
制
度
を
編
み
出
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
見
す
る
と
十
九
世
紀
の
ス
ラ
ム
観
察
者
た
ち
は
、
境
界
を
侵
犯
し
て
他
者
の
世
界
の
汚
濁
に
身
を
ひ
た
し
、
事
実
を
記
録
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
結
局
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
オ
ー
ウ
エ
ル
が
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
に
取
材
す
る
遥
か
以
前
、
一
八
八
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
都
市
の
ス
ラ
ム
を
め
ぐ
る
書
き
物
が
大
量
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
時
代
に
最
も
繁
栄
し
た
中
産
階
級
家
庭
の
安
全
地
帯
で
消
費
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
が
目
に
見
え
、
し
か
も
触
れ
る
こ
と
■
3
9
ん
の
な
い
距
離
を
保
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
ひ
そ
や
か
に
忍
び
寄
る
嫌
悪
の
対
象
と
し
て
の
下
メ
ン
ん
7
〓
′
ナ
ノ
．
す
層
民
を
、
「
悪
臭
」
と
い
う
感
覚
に
記
号
化
し
て
忌
避
す
る
心
性
は
、
深
く
こ
の
時
代
に
浸
透
し
た
の
で
あ
っ
た
。
半
世
紀
後
、
一
九
三
〇
年
代
に
オ
ー
ウ
エ
ル
が
、
労
働
者
の
「
悪
臭
」
に
つ
い
て
書
く
時
、
そ
れ
は
「
境
界
侵
犯
」
し
て
他
者
の
身
体
を
照
ら
し
、
自
ら
の
階
級
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、
い
ま
さ
ら
強
化
す
る
も
の
で
も
、
あ
る
い
ほ
階
級
間
の
差
別
を
告
発
し
て
社
会
改
良
を
め
ざ
す
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
「
ガ
ラ
ス
の
間
仕
切
り
」
に
映
し
出
す
の
は
、
自
分
自
身
の
姿
な
の
で
は
を
い
だ
ろ
う
か
。
「
私
」
自
身
を
鏡
の
よ
う
に
映
し
だ
す
時
、
他
者
と
私
は
、
共
に
客
体
化
さ
れ
て
そ
こ
に
あ
る
。
オ
ー
ウ
エ
ル
は
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
の
後
半
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
、
．
浮
浪
者
に
対
す
る
観
念
と
、
そ
れ
が
生
ず
る
に
至
る
決
定
的
理
由
を
、
ず
ば
り
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
浮
浪
者
に
関
す
る
、
一
つ
の
根
本
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
浮
浪
者
が
存
在
す
る
理
由
は
何
か
？
妙
な
話
だ
が
、
浮
浪
者
が
放
浪
す
る
理
由
が
わ
か
っ
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
し
て
、
化
け
物
の
よ
う
な
浮
浪
者
像
を
信
じ
て
い
る
ば
か
り
413
に
、
途
方
も
な
い
理
由
を
持
ち
出
し
た
り
す
る
。
た
と
え
ば
、
放
浪
し
て
い
る
の
は
働
く
の
が
嫌
な
の
だ
と
か
、
物
乞
い
の
方
が
19
33
楽
な
の
だ
、
犯
罪
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い
る
の
だ
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
l
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
バ
カ
げ
た
理
由
だ
が
事
放
浪
が
20
好
き
な
の
だ
、
な
ど
と
一
亭
っ
。
わ
た
し
は
犯
罪
学
の
本
で
、
浮
浪
者
生
活
と
い
う
の
は
先
祖
返
り
、
つ
ま
り
遊
牧
民
時
代
へ
の
逆
も
ど
り
現
象
だ
と
い
う
説
を
読
ん
だ
こ
と
さ
え
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
浮
浪
者
生
活
の
明
白
な
理
由
は
、
目
の
前
に
ぶ
ら
下
っ
て
い
貧陸ほいう制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
浮
浪
者
生
活
は
遊
牧
民
時
代
へ
の
先
祖
返
り
な
ど
で
は
な
い
そ
れ
な
ら
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
も
先
祖
返
り
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
浮
浪
者
が
放
浪
生
活
を
し
て
い
る
の
は
そ
れ
が
好
き
だ
か
ら
で
は
な
く
、
車
が
左
側
通
行
を
す
る
の
と
同
じ
理
由
に
よ
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
を
強
制
す
る
法
律
が
あ
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
貧
し
い
人
間
は
、
教
区
が
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
な
い
か
ぎ
り
収
容
所
に
助
け
を
求
め
る
他
は
な
く
、
収
容
所
は
一
泊
し
か
認
め
な
い
と
す
れ
ば
、
移
動
を
つ
づ
け
ざ
る
を
え
な
い
の
は
当
然
で
は
な
い
か
。
放
浪
生
活
を
つ
づ
け
て
い
る
の
は
、
法
律
上
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
餓
死
し
て
し
ま
う
か
ら
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
世
間
の
人
は
小
さ
い
と
き
か
ら
化
け
物
の
よ
う
な
浮
浪
者
像
を
た
た
き
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
放
浪
生
活
に
は
多
少
と
も
何
か
悪
質
な
動
機
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
、
考
え
た
が
る
の
で
あ
る
。
（
小
野
寺
訳
、
二
六
九
…
二
七
〇
頁
）
オ
ー
ウ
エ
ル
は
、
こ
の
本
の
後
半
で
イ
ギ
リ
ス
の
「
ス
パ
イ
ク
」
を
実
際
に
泊
り
歩
き
、
路
上
に
座
っ
た
り
物
乞
い
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
法
律
と
、
同
じ
「
ス
パ
イ
ク
」
に
二
泊
以
上
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
則
が
、
浮
浪
者
を
浮
浪
者
た
ら
し
め
て
い
る
最
大
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
し
か
も
「
浮
浪
者
」
に
対
す
る
中
産
階
級
の
人
間
の
偏
見
が
、
き
わ
め
て
英
国
人
的
な
貧
困
の
倫
理
に
も
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
「
英
国
人
と
い
う
の
は
た
え
ず
良
心
に
こ
だ
わ
る
民
族
で
、
貧
乏
は
罪
だ
と
い
う
意
識
が
つ
よ
い
」
（
二
七
一
頁
、
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ウ
エ
ル
が
「
英
国
人
の
貧
困
観
」
を
見
定
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
彼
の
中
で
パ
リ
／
ロ
ン
ド
ン
の
比
較
の
眼
が
働
い
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
れ
が
（
…
）
一
日
六
フ
ラ
ン
の
生
活
な
の
だ
。
パ
リ
で
は
何
千
と
い
う
人
間
が
こ
う
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
悪
戦
苦
闘
今 橋 映 子
し
て
い
る
芸
術
家
、
学
生
。
つ
い
て
な
い
日
の
売
春
婦
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
失
業
者
た
ち
。
こ
の
都
会
は
い
わ
ば
貧
乏
が
住
む
町
は
ず
れ
な
の
だ
。
（
小
野
寺
訳
、
十
八
頁
）
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
ブ
ラ
ッ
サ
イ
や
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
が
、
実
に
示
唆
に
富
む
発
言
を
し
て
い
る
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
「
パ
リ
ヘ
」
逃
れ
て
き
た
本
当
の
理
由
が
わ
か
っ
た
の
は
、
後
年
私
自
身
が
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
た
時
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
貧
乏
と
は
、
不
幸
あ
る
い
は
不
適
で
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
、
道
徳
的
欠
陥
を
意
味
し
、
社
会
が
許
さ
な
い
。
へ胡
（
ブ
ラ
ツ
サ
イ
『
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
』
、
飯
島
・
釜
山
訳
）
そ
し
て
神
ぞ
知
る
、
パ
リ
に
春
が
来
る
と
き
、
こ
の
世
の
最
も
卑
賎
を
生
き
物
で
す
ら
天
国
に
住
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
に
ち
が
い
な
い
こ
と
を
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
の
情
景
に
眼
を
と
め
た
彼
の
親
近
感
が
、
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
パ
リ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
パ
リ
を
感
じ
る
た
め
に
は
、
金
持
ち
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
市
民
で
あ
る
必
要
す
ら
も
な
い
。
パ
リ
に
は
貧
し
い
人
々
が
多
す
ぎ
る
か
つ
て
こ
の
地
上
を
歩
い
た
最
も
い
ば
っ
た
最
も
き
た
な
い
大
勢
の
乞
食
た
ち
、
僕
に
は
そ
う
思
え
る
。
だ
が
彼
ら
は
、
い
か
に
も
故
郷
に
で
も
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
あ
た
え
る
。
パ
リ
人
を
他
の
あ
ら
ゆ
る
大
都
」
巾
の
ふ
巾
民
と
区
別
す
る
の
は
こ
れ
だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
ち
が
っ
た
感
じ
を
い
だ
く
。
ニ
ユ
、
－
ヨ
ー
ク
は
金
持
ち
に
さ
え
自
分
が
つ
ま
ら
ぬ
も
の
だ
と
い
う
感
じ
を
も
た
せ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
冷
た
く
、
ぎ
ら
ぎ
ら
し
て
、
意
地
が
わ
る
い
。
ハ
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1
）
（
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
『
北
回
帰
線
』
大
久
保
康
雄
訳
）
彼
ら
が
共
通
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
パ
リ
で
は
貧
し
い
者
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
単
な
る
「
不
幸
」
と
し
か
見
な
さ
れ
な
い
、
そ
213
れ
に
対
し
英
米
社
会
で
は
「
貧
困
」
が
「
道
徳
的
欠
陥
」
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
外
国
人
を
含
め
た
「
多
く
の
」
貧
し
き
21
31
者
が
、
パ
リ
で
は
息
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
こ
の
二
つ
の
貧
困
観
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ビ
ュ
ー
リ
「⊥
タ
ニ
ズ
ム
と
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
差
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
貧
民
、
貧
困
の
問
題
を
研
究
す
る
ブ
ロ
ニ
爪
4
2
小
ス
ワ
フ
・
ゲ
レ
メ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
伝
統
的
解
釈
は
、
学
問
的
に
は
証
明
さ
れ
得
な
い
と
い
う
。
22
貧‡勾という制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
私
が
考
え
る
に
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
英
米
／
仏
の
貧
困
観
の
差
異
が
、
感
知
し
得
る
ほ
ど
明
白
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
宗
教
観
に
依
拠
す
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
十
九
世
紀
に
英
・
米
で
流
行
し
た
「
社
会
進
化
論
」
（sOC訂】dar鼓nis邑
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
流
行
し
た
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ニ
ズ
ム
」
の
直
接
の
影
響
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
十
九
世
紀
半
ば
頃
パ
リ
に
定
着
し
た
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ニ
ズ
ム
」
は
、
若
い
芸
術
家
た
ち
を
惹
き
つ
け
た
新
し
い
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
仰
胡
〝
で
あ
っ
た
。
才
能
は
あ
る
が
、
金
も
地
位
も
な
い
若
者
た
ち
が
、
屋
根
裏
部
屋
で
気
ま
ま
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
修
行
に
励
む
生
活
。
世
期
末
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
を
っ
た
、
こ
う
し
た
貧
乏
生
活
は
、
次
第
に
パ
リ
の
芸
術
家
に
「
付
き
も
の
」
の
、
神
話
的
な
生
活
と
な
っ
て
、
多
く
の
文
学
作
品
に
定
型
化
さ
れ
、
伝
播
し
て
い
っ
た
。
だ
が
実
際
に
は
、
才
能
の
無
い
若
者
達
が
、
自
堕
落
な
生
活
に
の
め
り
こ
む
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
一
生
世
に
出
る
こ
と
も
な
く
、
病
気
の
末
に
貧
困
の
な
か
で
死
ぬ
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
十
七
～
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
貧
民
を
懲
罰
的
に
隔
離
す
る
「
大
い
な
る
監
W
舶
～
禁
」
が
政
治
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
、
十
九
世
紀
に
な
つ
て
も
貧
民
が
施
療
院
で
死
ぬ
の
は
、
ご
く
日
常
的
な
光
景
で
あ
っハ4
5
小
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ニ
ズ
ム
」
の
伝
播
と
共
に
、
「
貧
乏
が
、
東
洋
で
の
よ
う
に
何
も
不
名
誉
な
こ
と
で
は
な
い
」
こ
と
に
憧
れ
て
、
パ
リ
に
芸
術
修
行
に
来
る
ア
メ
リ
カ
人
（
特
に
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
の
画
家
た
ち
）
や
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
多
数
い
た
こ
と
も
ま
た
、
事
実
で
あ
っ
た
。
一
方
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
三
四
年
に
「
新
救
貧
法
」
が
実
施
さ
れ
、
貧
困
は
「
怠
惰
、
浪
費
、
悪
習
」
に
起
因
す
る
と
い
う
信
念
ハ
4
6
“
は
、
法
の
上
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
新
救
貧
法
を
支
え
た
理
論
は
、
マ
ル
サ
ス
『
人
口
の
原
理
』
（
一
七
九
八
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
、
「
窮
乏
の
い
か
な
る
救
貧
も
、
貧
民
の
あ
わ
れ
な
境
遇
を
減
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
広
範
な
貧
困
の
湿
地
を
創
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
に
は
有
害
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
助
努
力
の
不
足
な
い
し
失
敗
が
、
貧
困
と
い
う
「
犯
罪
」
を
生
み
出
す
の
で
あ
っ
て
、
救
貧
法
は
そ
れ
に
対
す
る
懲
罪
と
み
せ
し
め
と
し
て
機
能
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
労
働
能
力
の
あ
る
貧
今 橋 映 ニチ
民
に
対
す
る
在
宅
救
済
を
廃
止
し
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
批
判
で
悪
名
高
い
「
労
役
場
」
（
宅
○
許
諾
○
宏
e
S
y
s
t
e
m
）
へ
の
強
制
収
容
を
行
っ
た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
は
、
一
八
七
〇
年
代
～
九
〇
年
代
に
「
社
会
進
化
思
想
」
が
、
マ
ル
サ
ス
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
直
接
の
影
響
を
受
け
た
〟
節
∧
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
、
大
流
行
す
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
適
者
生
存
」
の
理
論
を
社
会
法
則
に
適
用
し
、
貧
民
は
社
会
の
「
不
適
格
者
」
と
し
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
の
、
超
保
守
的
な
政
治
思
想
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
思
想
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
優
生
学
の
分
野
で
温
存
さ
れ
、
大
都
市
化
に
伴
う
貧
困
の
背
景
に
、
遺
伝
や
環
境
を
調
査
し
、
下
層
階
級
を
「
不
適
者
」
と
見
な
し
て
人
種
改
良
を
め
ざ
す
疑
似
科
学
が
興
隆
す
る
。
先
に
オ
ー
ウ
エ
ル
、
ミ
ラ
ー
や
ブ
ラ
ッ
サ
イ
が
記
し
た
英
米
／
仏
の
貧
困
の
倫
理
の
差
異
に
は
、
明
ら
か
に
十
九
世
紀
か
ら
持
ち
越
し
た
、
こ
う
し
た
文
化
状
況
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
実
は
オ
ー
ウ
エ
ル
が
パ
リ
で
皿
洗
い
を
し
て
い
た
一
九
二
九
年
は
、
先
の
悪
名
高
い
（
新
救
貧
法
）
が
、
実
質
的
に
廃
止
さ
れ
た
年
に
あ
た
る
。
一
九
二
〇
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
北
部
で
深
刻
化
し
た
失
業
問
題
は
、
失
業
が
資
本
主
義
社
会
の
構
造
的
欠
陥
で
あ
る
こ
と
を
、
い
よ
い
よ
露
日
立
し
て
い
た
。
ま
た
同
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
起
き
た
株
の
大
暴
落
は
、
伝
統
的
基
幹
産
業
地
域
を
い
よ
い
よ
追
い
つ
め
て
い
く
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
が
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
を
執
筆
し
て
い
た
一
九
三
〇
年
初
頭
は
、
ま
さ
に
十
九
世
紀
型
の
救
貧
法
か
ら
、
二
十
世
紀
型
社
会
保
障
へ
と
、
法
制
度
そ
の
も
の
が
転
換
し
て
い
く
ス
タ
ー
ト
時
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
』
に
せ
よ
、
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
』
に
せ
よ
、
オ
ー
ウ
エ
ル
自
身
は
、
こ
う
し
た
（
法
制
度
）
の
実
態
や
経
緯
を
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
は
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
、
法
改
正
、
政
治
的
行
動
や
社
会
改
良
を
読
者
に
誘
発
す
る
の
で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
の
間
仕
切
り
が
そ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
そ
こ
に
映
る
自
分
を
含
め
た
イ
コ
モ
ン
・
レ
し
ー
フ
ル
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
ギ
リ
ス
中
産
階
級
の
、
普
通
の
人
々
の
、
良
識
を
、
一
度
疑
い
脱
構
築
す
る
こ
と
こ
そ
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
普
遍
的
価
値
を
も
失
わ
な
い
何
よ
り
の
理
由
は
、
こ
こ
に
登
場
す
る
何
人
か
の
人
物
が
、
そ
の
見
事
な
描
写
に
よ
っ
て
読
者
に
鮮
や
か
に
焼
き
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
013
うか
ー
。
中
で
も
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
道
絵
師
ボ
ゾ
の
姿
は
、
神
話
的
と
も
言
え
る
印
象
を
与
え
る
。
パ
リ
を
気
に
入
っ
て
、
そ
23
29
こ
で
ペ
ン
キ
屋
を
し
て
い
た
彼
は
、
足
場
か
ら
落
ち
る
と
い
う
事
故
に
よ
っ
て
、
次
第
に
転
落
し
、
今
は
ロ
ン
ド
ン
の
舗
道
を
「
蟹
l
の
よ
う
に
」
歩
き
な
が
ら
大
道
絵
師
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ボ
ゾ
ほ
フ
ラ
ン
ス
語
も
喋
れ
ば
、
ゾ
ラ
や
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
読
破
し
、
何
と
夜
に
は
星
座
を
眺
め
、
新
し
い
流
星
を
見
つ
け
る
「
天
文
学
者
」
で
も
あ
る
の
だ
。
浮
浪
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
紅
茶
と
24
貧困という制度桝オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
パ
ン
二
切
れ
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
よ
う
で
は
だ
め
だ
、
「
何
か
興
味
を
も
た
な
い
と
な
」
の
で
あ
っ
た
。
と
、
ボ
ゾ
は
オ
ー
ウ
エ
ル
を
諭
す
怪
我
を
し
た
脚
は
悪
く
な
る
一
方
で
、
い
ず
れ
は
切
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
し
、
膝
頭
も
、
歩
道
の
石
の
上
に
突
い
て
い
る
せ
い
で
、
靴
の
底
の
よ
う
な
厚
い
た
こ
が
で
き
て
い
た
。
彼
の
未
来
は
あ
き
ら
か
に
、
物
乞
い
に
な
っ
て
、
救
貧
院
で
死
ぬ
こ
と
だ
け
だ
つ
た
。
こ
ん
な
悲
惨
な
人
生
で
も
、
彼
は
恐
れ
て
も
後
悔
し
て
も
い
ず
、
恥
ず
か
し
い
と
も
思
わ
な
け
れ
ば
、
自
分
を
あ
わ
れ
と
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
自
分
の
境
遇
を
直
視
し
て
、
自
分
な
り
の
哲
学
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
（
…
）
彼
に
は
言
葉
の
才
が
あ
っ
た
の
だ
。
頭
脳
は
無
傷
で
活
発
だ
っ
た
彼
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
貧
乏
に
屈
し
な
か
っ
た
。
着
て
い
る
も
の
は
ボ
ロ
で
寒
か
っ
た
と
し
て
も
、
い
や
餓
死
し
か
け
て
さ
え
い
て
も
、
本
を
読
み
、
考
え
、
流
星
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
彼
自
身
が
言
っ
た
と
お
り
、
そ
の
心
は
自
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
小
野
寺
訳
、
二
二
二
～
二
二
四
頁
）
こ
れ
が
、
購
罪
か
ら
発
し
た
オ
ー
ウ
エ
ル
が
、
一
九
三
〇
年
代
都
市
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
の
ど
ん
底
に
降
り
て
い
っ
て
発
見
し
た
、
最
下
層
の
人
々
の
「
魂
の
奥
底
」
（
二
八
五
頁
）
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
果
し
て
ボ
ゾ
が
実
在
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
の
（
文
学
的
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
に
お
い
て
、
私
た
ち
に
確
か
め
る
術
は
な
い
。
し
か
し
オ
ー
ウ
エ
ル
が
、
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
の
最
後
の
最
後
に
書
く
よ
う
に
、
（
浮
浪
者
）
（
労
働
者
）
と
い
う
既
成
の
観
念
か
ら
一
歩
出
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ちの
「
出
発
点
」
な
の
で
あ
る
。
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の
写
真
に
つ
い
て
の
資
料
は
本
章
註
（
3
）
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
巻
末
に
詳
し
い
。
B
i
－
－
B
r
a
n
d
t
）
ト
○
芦
丸
Q
さ
恥
さ
罫
内
づ
訂
鼓
謡
〉
r
O
n
d
O
n
｝
G
O
r
d
O
n
句
岩
S
e
り
〉
－
“
冨
∽
．
128
な
お
同
書
は
プ
ラ
ン
ト
没
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
出
版
社
側
の
附
託
に
よ
れ
ば
、
同
書
所
収
写
真
の
選
択
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
て
本
人
の
指
示
に
拠
る
も
の
と
言
う
。
（10）
G
e
O
鷲
O
r
w
e
－
－
〉
b
O
琶
讃
§
札
○
邑
れ
芦
勺
葛
訂
§
札
卜
○
コ
軋
○
ヂ
H
a
り
m
O
n
d
芸
1
0
r
t
F
〉
P
e
n
習
i
n
V
B
…
k
s
〉
－
諾
p
（
小
野
寺
健
訳
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
放
浪
記
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
九
年
、
一
五
入
－
一
五
九
頁
）
以
下
本
文
中
の
頁
数
は
、
同
書
に
拠
る
。
（11）
M
a
r
i
a
n
n
e
P
e
r
k
5
．
S
〉
つ
訂
勺
○
琵
打
切
曳
七
〇
完
誌
h
三
Q
琶
惑
O
「
∈
乳
～
〉
㌔
人
b
O
g
訂
§
丸
○
監
ぎ
七
弓
訂
§
札
ト
S
軋
0
屯
〉
（
琵
a
s
訂
r
亀
L
官
訂
d
訂
s
e
き
a
叶
i
O
n
）
〉
C
n
i
表
記
i
首
私
宅
O
r
昏
→
e
粥
a
S
〉
－
∽
め
帖
〉
p
．
－
の
．
25
27
（12）
オ
ー
ウ
エ
ル
は
、
パ
リ
部
分
の
み
で
成
立
し
て
い
た
第
一
稿
（
一
九
三
〇
年
秋
）
の
段
階
で
は
、
そ
の
題
名
を
、
A
哲
邑
訂
き
叫
b
訂
召
26
1
と
し
て
い
た
。
ま
た
一
九
三
二
年
に
ゴ
ラ
ン
ツ
社
と
出
版
契
約
を
し
た
後
も
、
最
後
ま
で
題
名
に
つ
い
て
の
交
渉
が
雉
航
し
た
。
ゴ
ラ
ン
ツ
は
、
づ
訂
C
O
息
N
恥
乳
○
芦
阜
b
O
琶
顎
§
札
○
監
訂
七
葛
訂
§
礼
ト
Q
さ
札
0
さ
を
提
案
。
オ
ー
ウ
エ
ル
は
「
落
伍
者
と
い
う
の
は
相
応
し
く
な
い
」
と
難
色
を
示
し
、
再
度
づ
訂
C
O
亀
川
矩
乱
S
亀
熊
b
訂
計
買
莞
訂
「
を
提
示
し
た
。
貧困という馴鹿－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
／｛・＼ ／｛・＼
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＼ J ＼ J
そ
の
他
こ
の
本
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
複
雑
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
の
解
説
を
始
め
、
従
来
研
究
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
》
a
5
．
d
琵
c
k
打
r
d
蒜
宅
）
0
1
∈
乳
叫
§
札
b
O
C
g
ヨ
凡
琵
琶
）
ェ
巧
打
．
P
d
i
s
s
e
誌
a
i
O
n
）
〉
C
n
i
く
の
謡
i
首
○
叫
ぺ
O
r
k
〉
－
迫
め
ー
．
ロ
e
n
i
s
e
琵
a
3
．
e
宅
e
e
k
s
｝
A
b
O
C
g
ヨ
3
叫
Q
召
b
語
幹
札
付
‥
－
h
芯
Q
、
恥
地
誌
訂
計
卜
賢
⊇
叫
ミ
・
♪
C
已
ぎ
蒜
§
礼
句
叫
～
ヨ
〉
（
P
h
．
P
〕
i
s
s
e
？
叶
a
i
O
n
）
C
n
i
句
の
詔
i
有
島
づ
e
粥
a
S
a
t
替
レ
S
汁
i
P
〉
－
…
這
∽
．
弼
e
n
n
e
臣
e
S
c
O
琵
河
O
g
e
謡
V
つ
訂
卜
賢
岩
「
セ
哲
賢
母
亀
袈
ざ
謎
去
一
打
㌻
q
顎
㌧
A
謎
を
岩
音
乳
恥
亀
密
計
c
訂
札
司
○
蒜
恥
ぎ
n
琶
惑
O
「
彗
N
岸
知
訂
訂
邑
覇
ユ
恥
ざ
N
葛
Q
慧
乳
化
栂
葛
亀
0
ヂ
§
札
S
歳
計
訂
司
0
0
繋
（
吋
F
P
ロ
i
設
e
註
a
訂
n
）
〉
U
n
i
く
e
設
i
首
○
叫
C
F
i
c
a
笥
〉
－
小
道
仇
．
た
だ
し
こ
れ
ら
の
博
士
論
文
は
、
近
い
テ
ー
マ
を
扱
い
な
が
ら
、
互
い
の
仕
事
は
参
照
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
宅ee紆s〉○℃．Ci什．も．ドち
な
み
に
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
」
「
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
両
語
に
つ
い
て
は
そ
の
初
出
は
明
確
で
は
な
い
が
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
よ
り
前
に
定
着
し
た
形
跡
は
な
い
。
三
〇
年
代
で
ほ
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
の
う
ち
、
特
に
分
析
に
重
き
が
お
か
れ
る
も
の
を
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
」
と
呼
び
、
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
の
技
法
面
を
指
す
語
と
、
解
釈
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（
屈
c
担
ロ
d
蒜
宅
〉
O
p
．
C
i
叶
．
V
p
．
照
r
）
宅
e
e
k
s
）
O
p
．
C
i
汁
〉
p
．
－
〇
．
民
c
L
ぎ
r
d
r
e
宅
二
O
p
．
C
i
汁
．
〉
p
．
－
べ
．
見
市
雅
俊
「
二
つ
の
イ
ギ
リ
ス
一
三
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
経
済
史
の
再
検
討
」
（
河
野
健
二
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
一
九
三
〇
年
代
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
宅
e
e
打
s
〉
O
p
．
C
i
汁
〉
p
．
－
こ
れ
ら
の
項
目
を
少
し
詳
し
く
補
足
す
る
と
、
（
1
）
厚
生
・
教
育
関
係
の
行
政
リ
ポ
ー
ト
叱
乳
～
訂
A
切
払
恥
亀
§
C
佗
㍉
ロ
葛
記
由
㌣
転
訂
訂
訂
「
七
馬
卜
乳
○
葛
Q
宍
乳
ぎ
哲
監
訂
賢
り
已
A
訂
守
莞
叫
ず
こ
訂
q
已
訂
乱
舞
ぎ
恥
丸
Q
ヨ
な
ど
。
（
2
）
レ
フ
ト
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
は
、
一
九
三
六
年
五
月
に
出
版
社
主
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ゴ
ラ
ン
ツ
が
創
設
し
た
図
書
ク
ラ
ブ
。
会
員
は
、
ゴ
ラ
ン
ツ
、
ハ
ロ
ル
ド
‥
フ
ス
キ
、
ジ
ョ
ン
・
ス
ト
レ
イ
チ
ー
な
ど
左
翼
知
識
人
が
選
定
委
員
と
し
て
選
ん
だ
毎
月
の
推
薦
図
書
今 橋 映 子
（20）（21）（22）（23）
を
買
っ
て
読
む
組
織
。
（
3
）
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
先
導
し
た
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ア
ス
ン
に
は
次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
。
b「愚佗詔（－∽由望栂OS叫軋詩句セ⊇監凡ヨ恥（－∽∽望CQ已句宍爪ニー∽血望宅首監恕．已〓－∽由望つ計Nセ穿孔佗叫、訂卜むさ札（－∽由望例え
ば
一
九
二
九
年
制
作
の
「
流
し
網
漁
船
」
は
、
実
際
の
漁
船
で
の
作
業
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
し
、
魚
が
市
場
に
流
通
す
る
ま
で
の
過
程
を
逐
一
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
ダ
リ
ア
ス
ン
の
映
画
は
、
一
次
産
業
に
お
け
る
労
働
者
の
仕
事
そ
の
も
の
、
ま
た
生
産
物
の
価
値
を
、
見
る
者
に
再
認
識
さ
せ
る
よ
う
な
教
訓
的
意
図
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
（
4
）
実
は
、
従
来
の
研
究
で
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
の
一
分
野
と
し
て
の
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
を
論
じ
た
も
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
は
皆
無
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
左
記
が
代
表
的
。
惑i－－iamSど詩）bOCgヨ3訂「 晋「謡乳○さQ謎礼づ訂鼓謡Aヨ凡「訂夕望e宅ぺOr打∨○粍OaUniくの詔i首P詔SS｝－当∽
（
5
）
琵
a
s
s
…
O
b
芳
笥
a
叶
i
O
n
は
直
訳
す
れ
ば
「
世
論
調
査
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
大
文
字
で
始
ま
る
こ
の
組
織
は
一
九
三
六
年
末
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ッ
ン
、
ン
小
仏
ン
・
ハ
リ
ソ
ン
、
ハ
ン
フ
リ
ー
∴
ン
ユ
ニ
ン
グ
ス
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
彼
ら
に
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
、
「
普
通
の
人
々
」
の
生
活
レ
ベ
ル
や
意
識
を
捉
え
切
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
信
感
か
ら
、
五
千
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
」
（
調
査
書
を
作
成
す
る
人
）
を
募
り
、
様
々
を
調
査
を
実
施
し
、
出
版
し
た
。
基
本
的
に
は
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
手
記
、
マ
ン
ト
ル
・
ピ
ー
ス
の
上
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
描
写
（
＝
階
級
や
趣
味
が
反
映
さ
れ
る
た
め
）
、
あ
る
一
日
に
見
聞
き
し
た
こ
と
…
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
と
い
う
形
式
を
取
る
が
、
元
来
観
察
対
象
で
あ
る
人
々
に
自
ら
語
せ
る
と
い
う
点
に
、
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）
の
価
値
を
見
い
出
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
宅
e
e
打
s
〉
O
p
．
C
i
t
一
〉
C
F
a
p
t
e
ュ
W
．
S
訂
ぺ
m
計
m
e
琶
n
㌔
D
O
C
u
m
e
n
訂
〉
〉
）
句
宍
芸
V
シ
ー
首
こ
諾
べ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
た
だ
し
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
「
社
会
主
義
的
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
の
定
義
の
中
に
、
「
政
治
参
加
」
と
、
「
超
然
た
る
態
度
」
の矛
盾
が
露
口
重
し
て
い
る
。
q
a
m
e
s
O
n
〉
O
p
．
C
i
汁
〉
p
．
－
－
●
選
定
書
と
し
て
四
万
四
千
部
、
一
般
図
書
と
し
て
二
千
部
、
ま
た
第
一
部
の
北
部
炭
鉱
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
分
だ
け
が
、
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
用
」
と
し
て
九
百
部
出
版
さ
れ
た
。
た
だ
し
本
文
で
後
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
ウ
エ
ル
は
こ
の
本
の
後
半
（
第
二
部
）
で
、
社
会
主
義
へ
の
痛
烈
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
た
め
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
ゴ
ラ
ン
ツ
は
特
別
に
序
文
を
付
け
て
、
一
種
の
弁
明
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
オ
ー
ウ
エ
ル
は
第
三
作
『
カ
タ
ロ
ニ
ア
賛
歌
』
の
出
版
を
、
ゴ
ラ
ン
ツ
書
店
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
。
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「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
」
は
、
先
の
註
（
1
9
）
に
挙
げ
た
ス
ト
ツ
ト
に
よ
る
命
名
で
、
テ
キ
ス
ト
と
写
真
が
密
接
に
関
連
し
た
28
書
物
を
指
す
。
ス
ト
ツ
ト
は
ア
メ
リ
カ
の
例
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
エ
イ
ジ
ー
の
テ
キ
ス
ト
＋
ウ
オ
ー
カ
ー
・
エ
ヴ
ア
ン
ズ
の
写
真
『
我
ら
が
有
名
人
を
称
え
よ
う
』
（
一
九
四
一
）
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
マ
ッ
カ
ン
ド
リ
ユ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
例
と
し
て
、
マ
ス
・
オ
ブ
ザ
ヴ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
出
版
物
箋
○
宗
旨
∈
さ
を
挙
げ
て
い
る
。
（
琵
a
c
担
ロ
d
r
e
宅
〉
O
p
〉
C
i
叶
．
〉
p
．
翌
r
）
邑
P
n
バ
イ
a
c
ぎ
e
n
b
e
蒜
V
知
昌
無
～
馬
担
ヨ
巧
打
Q
謎
七
計
b
叫
○
囁
・
名
訂
㌧
叫
ヨ
点
叫
謡
莞
拇
訂
叫
○
召
〉
竃
監
訂
∈
学
監
七
叶
○
司
已
訂
1
軸
C
む
芦
叫
）
宅
e
宅
Y
O
r
紆
〉
拭
i
－
－
紆
惑
a
n
野
－
∽
血
p
（
生
井
英
考
・
石
井
康
史
訳
『
ア
メ
リ
カ
写
真
を
読
む
ー
歴
史
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
』
白
水
社
、
一
九
九
六
年
、
三
二
三
頁
お
よ
び
四
八
七
頁
（
3
6
）
）
次
の
拙
論
を
参
照
の
こ
と
。
「
フ
ォ
ト
∴
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
光
空
－
ア
ン
ド
レ
・
ケ
ル
テ
ス
」
（
『
ア
ス
テ
ィ
オ
ン
』
第
四
二
号
、
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九
六
年
十
月
）
マ
ッ
カ
ン
ド
リ
ユ
ー
の
定
義
に
拠
る
。
G
e
O
r
鷲
○
ぺ
宅
e
ご
〉
つ
訂
知
○
乳
首
箋
叫
笥
詩
語
顎
（
－
諾
ゴ
㌣
ロ
n
d
O
n
〉
P
e
n
惣
一
i
n
野
O
k
s
〉
－
諾
P
（
土
屋
宏
之
・
上
野
勇
訳
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
一
九
三
、
一
九
入
賞
）
以
下
、
本
文
中
の
引
用
頁
は
、
同
書
に
拠
る
。
田
e
m
a
邑
C
－
i
c
k
〉
n
言
コ
叩
佃
O
「
琶
乳
∵
A
卜
思
川
V
P
O
n
d
O
ロ
〉
琵
a
註
小
n
S
e
c
k
e
ぺ
酔
宅
a
旨
弓
粥
〉
－
諾
〇
・
（
河
合
秀
和
訳
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
…
ひ
と
つ
の
生
き
方
』
全
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
上
巻
、
二
二
五
頁
）
掲
載
文
は
次
の
通
り
。
－
．
《
P
a
C
e
n
s
∈
・
e
e
n
b
5
粥
訂
訂
n
e
〉
〉
V
卜
凡
お
単
q
謎
礼
♪
－
e
の
O
C
t
O
b
詔
こ
諾
∞
・
野人〈Cne臼p－Oyme 〉〉〉卜凡七、・息恥C㌻首ぎN）－e諾d恥cember）－諾00◆∽．
人
人
A
D
a
y
i
n
t
h
e
㌣
山
訂
亀
づ
r
仁
3
p
〉
〉
d
a
n
s
H
b
i
d
．
こ
e
舟
j
a
n
≦
．
e
r
）
－
諾
甲
今
人
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大
石
健
太
郎
『
オ
ー
ウ
エ
ル
暦
年
事
典
』
彩
流
社
、
一
九
九
五
年
を
参
照
）
ク
リ
ッ
ク
、
前
掲
書
、
二
二
九
頁
。
○
ぺ
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O
∈
さ
Q
謎
礼
○
邑
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－
丹
従
来
の
見
解
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
今 橋 映 子
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沢
佳
子
「
貧
窮
の
発
見
－
『
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
』
に
つ
い
て
…
」
（
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
エ
ル
研
究
』
所
収
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
七
年
）
が
、
筒
に
し
て
安
を
得
て
い
る
。
オ
ー
ウ
エ
ル
『
ウ
ィ
ガ
ン
波
止
場
へ
の
道
』
、
二
〇
〇
頁
。
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叫
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（
本
橋
哲
也
訳
『
境
界
侵
犯
【
そ
の
詩
学
と
政
治
学
』
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
五
年
）
4241403938
同
書
、
一
八
一
頁
同
書
、
一
九
二
頁
ブ
ラ
ツ
サ
イ
著
、
飯
島
耕
一
・
釜
山
健
訳
『
作
家
の
誕
生
ヘ
ン
リ
ー
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
著
、
大
久
保
康
雄
訳
『
北
回
帰
線
』
（
新
潮
文
庫
、
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ゲ
レ
メ
タ
著
、
早
坂
真
理
訳
『
憐
れ
み
と
縛
り
首
1
二
四
二
頁
。
ミ
ラ
ー
』
（
み
す
ず
書
房
、
m
J
九
七
九
年
）
W
一
頁
一
九
八
八
年
）
九
九
－
九
入
京
。
】
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な
か
の
貧
民
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）
／｛＼
磐464544
詳
細
は
、
拙
著
『
異
都
憧
憬
日
本
人
の
パ
リ
』
（
柏
書
房
、
一
九
九
三
年
）
の
第
一
部
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
文
学
の
パ
リ
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ゲ
レ
メ
ク
、
前
掲
書
、
三
〇
四
∈
三
二
〇
頁
。
前
掲
拙
著
、
八
五
頁
。
こ
れ
は
当
時
パ
リ
に
学
ん
で
い
た
、
無
名
の
ア
メ
リ
カ
人
画
学
生
の
手
記
の
一
節
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
高
島
、
前
掲
書
と
、
左
記
の
大
著
が
非
常
に
詳
し
い
。
樫
原
朗
『
イ
ギ
リ
ス
社
会
保
障
の
史
的
研
究
』
全
三
巻
Ⅰ
救
貧
法
の
成
立
か
ら
国
家
保
険
の
実
施
ま
で
（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
三
年
）
‡
両
大
戦
間
期
の
保
険
・
救
貧
法
の
道
営
か
ら
戦
後
の
社
会
保
障
の
形
成
へ
（
同
社
、
一
九
八
〇
年
）
Ⅲ
戦
後
の
社
会
保
障
の
は
じ
ま
り
か
ら
、
一
九
八
六
年
社
会
保
障
法
へ
（
同
社
、
一
九
八
八
年
）
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藤
昭
次
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
社
会
進
化
思
想
』
研
究
社
出
版
、
一
九
七
三
年
）
同
書
は
、
筑
波
大
学
官
本
陽
一
郎
助
教
授
よ
り
、
御
教
示
頂
い
た
。
29
312
（
付
記
）
本
稿
は
平
成
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
C
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
本
稿
を
含
む
一
九
三
〇
年
代
パ
リ
と
「
貧
困
と
い
う
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
近
刊
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
30
貧困という制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』
『
パ
リ
・
貧
困
と
街
路
の
詩
学
－一九三〇年代外国人芸術家たち』
（
都
市
出
版
、
一
九
九
人
年
五
月
刊
行
予
定
）
122 今 橋 映 子
図1 ビル・プラント「レストラン
の裏」1930年代
図2 ビル・プラント「マヌカン」
1929年
31
図3 クルト・ハットン「失業者と
犬」1939年
貧困という制度－オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』 121
図4b ビル・プラント「木賃宿の
内」（『ロンドンのm一夜』所収、
1938年）
図4c‡ビル・プラント「どリンス
ゲート、朝6時」（『ロンドンの
u－…▲夜』所収、1938年）
図4a ビル・プラント「ホームレ
ス・ガール」（『ロンドンの一夜』
所収、1938年）
図4c ビル・プラント「最上階」
（『ロンドンの一夜』所収、1938
年）
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120 今 橋 映 子
遜汐
図7 ビル・プラント「カフェ・ロ
ワイヤルでの夕食」1930年代
（『30年代のロンドンの所収』）
図6a ビル・プラント「メイフェ
ア街の応接間」1930年代（『30
年代のロンドンの所収』）
33
図5 ビル・プラント「インディア・
ドッグス・ロードのはずれ」
（『ロンドンの…】一夜』所収、1938
年）
図6b ビル・プラント「台所の夜」
（『30年代のロンドンの所収』）
貧困という制度冊オーウェル『パリ・ロンドンどん底生活』 119
図8a ルイス・ハイン「なくし
た荷物を探して、エリス島」
1905年
図8b ウオーカー・エバヴアンズ「サウス・スト
リート、ニューヨーク」1932年（アメリカン・
フォトグラフス）
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